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令
和
４
年
度  

施
政
方
針

支
え
あ
い
こ
そ
が
、
全
て
の
人
が
輝
き
、

�
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
実
現
す
る
原
動
力

　

３
月
１
日
、
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、
豊
田
市
長
は
令
和
４
年
度
の
市
政
運
営
の

考
え
方
と
重
要
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
施
政
方
針
」
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ

い
て
、
第
５
次
北
茨
城
市
総
合
計
画
の
６
つ
の
基
本
目
標
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

は
、
第
６
波
の
到
来
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様

方
に
、
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
今
回

の
感
染
拡
大
や
将
来
再
び
起
こ
り
得
る
感
染

の
流
行
に
備
え
る
た
め
に
も
、
引
き
続
き
、

的
確
な
情
報
提
供
、
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
、

医
療
提
供
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
大

規
模
接
種
会
場
の
設
置
等
に
よ
り
、
２
月
末

ま
で
に
約
１
万
人
の
接
種
が
完
了
し
、
更
に

３
月
以
降
は
そ
の
ペ
ー
ス
を
加
速
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

【
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
】

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ
の

歩
み
は
日
本
一
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
、

令
和
４
年
度
に
は
「
北
町
・
関
本
中
線
」
の

整
備
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
で
、
防
災
基
盤
の

整
備
が
完
了
し
ま
す
。
ま
た
、
未
だ
震
災
被

害
に
苦
し
む
方
々
の
た
め
、
被
災
し
た
方
々

に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

Ⅰ　

�

市
民
が
主
役
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
（
市
民
参
画
・
行
財
政
運
営
）

　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
行
政
情
報
や
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
を
図
り
、
協
働
へ
の
参

加
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
機
運
が
高
ま
り
を
見

せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
基
盤

と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
本
庁
舎
の
改
修
や
旧
磯
原

中
学
校
に
お
け
る
子
育
て
支
援
住
宅
の
整
備
、

旧
華
川
中
学
校
の
利
活
用
な
ど
、
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
も
努
め
ま
す
。

Ⅱ　

�

誰
も
が
元
気
で
、
み
ん
な
で
支
え
あ
う

ま
ち
づ
く
り
（
健
康
・
医
療
・
福
祉
）

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環

境
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
支

援
体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

市
独
自
の
支
援
策
で
あ
る
、
保
育
料
の
第
２

子
以
降
無
料
化
や
出
産
祝
金
の
支
給
等
を
継

続
し
ま
す
。

 
　

誰
も
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
に
お
い
て
は
、
健
康
診
査
や
各
種
が

ん
検
診
に
お
け
る
受
診
率
の
向
上
に
努
め
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
福
祉
に
お
い
て
は
、
本
市
の
強
み
で
あ

る
全
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た
総

合
相
談
を
行
う
「
元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
等

を
生
か
し
、
医
療
・
介
護
・
予
防
等
の
包
括

的
な
支
援
を
提
供
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
医
療

費
の
適
正
化
に
取
り
組
み
、
医
療
福
祉
費
支

給
制
度
に
お
い
て
は
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費

の
完
全
無
料
化
と
妊
産
婦
へ
の
助
成
を
継
続

し
ま
す
。

　

市
民
病
院
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
茨
城
県
、
筑
波
大
学
、
自

治
医
科
大
学
、
東
京
医
科
大
学
、
福
島
県
立

医
科
大
学
等
を
通
じ
た
医
師
確
保
に
努
め
る

な
ど
、
診
療
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

Ⅲ　

�

ふ
る
さ
と
を
想
う
教
育
・
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
（
教
育
・
文
化
）

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
未
来
社
会
を
切

り
拓
く
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置

に
よ
る
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

の
効
果
的
な
活
用
や
、
８
名
の
外
国
語
指
導

助
手
の
配
置
に
よ
る
外
国
語
教
育
の
充
実
等

を
通
じ
た
「
確
か
な
学
力
」
の
定
着
、
道
徳

教
育
の
充
実
等
に
よ
る
「
豊
か
な
心
」
の
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
重

要
な
学
校
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
整
備
計
画
を
１
年
間
前
倒
し
、
令
和

４
年
度
中
に
全
小
中
学
校
へ
の
設
置
を
完
了

さ
せ
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、新
給
食
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、地
元
産
の
米
飯
提
供
や
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
生
か
し
た
食
育
等
、
よ
り
一
層
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
給
食
費
の
無
償

▲施政方針を述べる豊田市長

▲元気ステーションでの相談風景
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市
民
生
活
や
社
会
活
動
を
支
え
る
水
道
事

業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
効
率
的
な
経
営
に

努
め
、
下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
供
用
区

域
の
拡
大
と
利
用
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
公
共
事
業
の
推
進
や
各
種
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
基
礎
と
な
る
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い

て
は
、
中
郷
町
日
棚
お
よ
び
松
井
地
区
の
調

査
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

Ⅴ　

�

人
と
地
球
に
や
さ
し
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
（
自
然
環
境
・
生
活
環
境
）

　

高
萩
市
と
整
備
を
進
め
て
い
る
新
清
掃
セ

ン
タ
ー
は
、
完
成
に
向
け
て
順
調
に
進
捗
し

て
お
り
、
今
年
度
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
の

本
稼
働
に
向
け
て
、
ご
み
処
理
料
金
や
施
設

の
管
理
運
営
等
、
広
域
化
に
向
け
た
調
整
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
す
る
森
林
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
資
材
を
活
用
し
た
周
遊
型
の
遊

歩
道
等
を
整
備
し
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
や

温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
学
べ
る
と
同
時
に
、

誰
も
が
親
し
め
る
憩
い
の
場
を
整
備
す
る
こ

と
な
ど
で
、
循
環
型
社
会
の
形
成
と
脱
炭
素

社
会
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
既
存

の
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
解
体
に
つ
い
て
は
、
循

環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
の
交
付
対
象
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
施
設
を
解
体
し
、
跡
地
の

利
活
用
方
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

　　
　

　

地
域
防
災
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
自
然
災

害
・
異
常
気
象
の
頻
発
・
激
甚
化
等
を
踏
ま
え
、

危
機
管
理
対
策
の
司
令
塔
と
な
る
「
危
機
管

理
室
」
を
創
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
強
化
に

つ
い
て
は
、
茨
城
消
防
救
急
無
線
・
指
令
セ

ン
タ
ー
の
指
令
シ
ス
テ
ム
の
更
新
や
耐
震
性

防
火
水
槽
の
新
設
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に
向
け
た
取
組
や
装

備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ⅵ　

�

創
意
に
満
ち
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

（
地
域
産
業
の
振
興
）

　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
用
稲
や
飼
料
用

米
の
作
付
け
に
対
す
る
市
独
自
の
上
乗
せ
補

助
を
継
続
し
て
行
い
、
主
食
用
米
の
過
剰
作

付
け
解
消
、
米
生
産
農
家
の
所
得
向
上
、
さ

ら
に
は
耕
畜
連
携
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
茨
城
県
と
の
連
携
に
よ
り
、
中
郷
町
下

桜
井
地
区
に
お
い
て
、
か
ん
が
い
排
水
や
ほ

場
の
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
華
川
町

下
相
田
地
区
に
お
け
る
ほ
場
整
備
の
事
業
採

択
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
間
伐
等
の
施

業
の
集
約
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
森
林
が

持
つ
多
面
的
な
機
能
を
発
揮
さ
せ
ま
す
。
ま

た
、
水
産
業
に
お
い
て
は
、
漁
港
お
よ
び
そ

の
周
辺
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
津
波
・

高
潮
対
策
事
業
に
よ
る
防
潮
堤
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

　

本
市
の
活
力
を
維
持
す
る
上
で
重
要
な
雇

用
の
場
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
工
業
団
地
全

区
画
へ
の
企
業
の
立
地
が
完
了
し
た
こ
と
か

ら
、
新
た
な
企
業
誘
致
に
向
け
た
取
組
を
行

い
ま
す
。

　

深
刻
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
観
光
業
に
つ

い
て
は
、
行
き
た
く
な
る
・
何
度
も
訪
れ
た

く
な
る
よ
う
な
観
光
地
を
目
指
し
、
気
軽
に

市
内
の
魅
力
が
楽
し
め
る
観
光
動
画
の
配
信

等
を
通
じ
た
情
報
発
信
を
強
化
し
ま
す
。
ま

た
、
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
さ
れ

る
富
士
ケ
丘
地
区
に
お
い
て
、
魅
力
あ
る
地

域
資
源
の
「
核
」
と
な
る
キ
ャ
ン
プ
場
の
整

備
を
進
め
る
た
め
、
実
施
設
計
等
に
着
手
し

ま
す
。

※ 

施
政
方
針
の
全
文
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

企
画
政
策
課　

企
画
調
整
係

 

内
2
３
１

化
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
の
無
償
化
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
小
学
生
に
つ
い
て
は
補
助
を

継
続
し
な
が
ら
、
段
階
的
に
無
償
化
に
向
け

た
取
組
を
検
討
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
本
館
「
と
れ
ふ
る
」

で
は
、
併
設
す
る
健
康
増
進
施
設
も
活
用
し

な
が
ら
各
種
事
業
を
展
開
し
、
分
館
の
「
期

待
場
」
で
は
、
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
、
東
京
藝
術
大
学
と
の
連
携
に

よ
り
、
優
れ
た
文
化
芸
術
を
創
造
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
誰
も
が
い
つ
で
も
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る

よ
う
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
野
口
雨
情

の
歌
碑
を
建
立
す
る
と
と
も
に
、「
い
き
い
き

茨
城
ゆ
め
国
体
」
の
レ
ガ
シ
ー
で
あ
る
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
や
あ
ゆ
み
ド
ー
ム
等
を
生
か
し
た

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

Ⅳ　

�

安
ら
ぎ
と
利
便
性
が
高
い
ま
ち
づ
く
り

（
都
市
基
盤
）

　

国
の
直
轄
工
事
で
あ
る
「
国
道
６
号
関
本
・

勿
来
バ
イ
パ
ス
」
や
、
茨
城
県
に
よ
り
整
備

中
の
「
二
市
連
絡
幹
線
道
路
」
に
つ
い
て
は
、

広
域
的
な
防
災
機
能
の
強
化
や
、
経
済
産
業

活
動
の
活
性
化
等
に
大
き
な
効
果
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
事
業
促
進
の
た

め
の
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
生
活
を
支
え
る
道
路
環
境
に
つ
い
て

は
、
歩
道
整
備
や
幅
員
拡
幅
な
ど
の
事
業
を

し
っ
か
り
と
進
め
る
と
と
も
に
、
磯
原
駅
西

口
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に

か
け
て
の
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
完
了
さ
せ

ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在
は
常
会
が
管
理
す
る

街
路
灯
を
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
上
、
市
の
管
理
へ

の
移
行
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲整備が進む二市連絡幹線道路

▲順調に建設が進む新清掃センター
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当
初
予
算
の
概
要

　
一
般
会
計
予
算
総
額

　

一
般
会
計
予
算
額
は
市
政
全
般
に

使
う
お
金
で
、
そ
の
額
は
１
８
０
億

４
千
万
円
、前
年
度
と
比
べ
２
・
０
％

の
増
額
で
す
。

一
般
会
計
歳
入
（
収
入
）

　

前
年
度
と
比
較
し
、
市
税
は
５
・

５
％
増
の
59
億
８
９
４
８
万
４
千

円
、
国
県
支
出
金
は
３
・
９
％
増
の

39
億
８
５
７
２
万
円
、
地
方
交
付
税

は
24
・
３
％
増
の
39
億
４
２
４
７
万

３
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出
（
支
出
）

　

民
生
費
は
社
会
保
障
費
の
増
に
よ

り
１
・
５
％
の
増
額
、
衛
生
費
は
新

清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
負
担
金

や
清
掃
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
設
計
委

託
料
の
増
に
よ
り
８
・
５
％
の
増
額
、

総
務
費
は
庁
舎
維
持
管
理
工
事
の
増

に
よ
り
６
・
３
％
の
増
額
、
土
木
費

は
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
に
係
る
点
検

委
託
料
、
修
繕
工
事
費
等
の
増
に
よ

り
18
・
８
％
の
増
額
、
教
育
費
は
旧

磯
原
中
学
校
や
給
食
セ
ン
タ
ー
解
体

工
事
費
の
減
に
よ
り
24
・
２
％
の
減

額
、
消
防
費
は
消
防
救
急
無
線
共
同

指
令
セ
ン
タ
ー
設
備
整
備
負
担
金
の

減
に
よ
り
４
・
３
％
の
減
額
、
農
林

水
産
業
費
は
茜
平
総
合
交
流
施
設
改

修
工
事
費
の
増
に
よ
り
14
・
４
％
の

増
額
、
商
工
費
は
新
キ
ャ
ン
プ
場
整

備
事
業
の
増
に
よ
り
８
・
０
％
の
増

予算総額　346 億 688 万 5 千円

一般会計　180 億 4,000 万円

特別会計　  90 億 1,686 万 3 千円

企業会計　  75 億 5,002 万 2 千円

令和４年度　予算の概要

本市の令和４年度当初予算が、　　 第１回市議会定例会を経て成立しました。
ここでは会計別にその内容を　　 お知らせします。

会 計 区 分 今年度予算額 前年度予算額 比　　較 増減率(％)

一 般 会 計 180 億 4,000 万円 176 億 9,000 万円 3 億 5000 万円 2.0

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 43 億 2,381万 3 千円 43 億 3,884 万 8 千円 △ 1,503 万 5 千円 △ 0.3

水 沼 診 療 所 747 万 1千円 776 万 5 千円 △ 29 万 4 千円 △ 3.8

介 護 保 険 40 億 9,065 万 2 千円 40 億 4,402 万 4 千円 4,662 万 8 千円 1.2

後期高齢者医療 5 億 9,492 万 7 千円 5 億 7,671万 3 千円 1,821 万 4 千円 3.2

企 

業 

会 

計

上 水 道 21億 5,386 万 1千円 21億 4,395 万 4 千円 990 万 7 千円 0.5

工 業 用 水 道 2 億 2,991万 7 千円 2 億 3,816 万円 △ 824 万 3 千円 △ 3.5

市 民 病 院 41億 6,252 万 6 千円 39 億 779 万 4 千円 2 億 5,473 万 2 千円 6.5

下 水 道 10 億 371万 8 千円 9 億 6,827 万 7 千円 3,544 万 1 千円 3.7

市税
59億 8,948 万 4千円（33.2%）

自主財源
（48.4％）

依存財源
（51.6％）

歳入

市債
12億 3,327 万 6千円（6.8%）

使用料及び手数料
4億 227万 9千円（2.2%）

繰入金 2億 5,049 万円（1.4%）繰越金 2億円（1.1%）

分担金及び負担金
2,440 万円（0.1%）
財産収入等 1億 5,564 万 1千円（0.9%）

国県支出金
39億 8,572 万円

（22.1%）

各種交付金 11億 5,100 万円（6.4%） 地方譲与税 2億 1,233 万 7千円（1.2%）

地方交付税
39億 4,247 万 3千円

（21.9%）

諸収入
4億 9,290 万円（2.7%）

180億
4,000万円

市民税（39.3%）
23 億 5,590 万 5 千円

固定資産税（49.5%）
29 億 6,279 万 2 千円

軽自動車税 （2.5%）
1 億 4,964 万 1 千円

市たばこ税 （5.6%）
3 億 3,605 万 7 千円

都市計画税 （2.8%）
1 億 7,006 万 3 千円
入湯税（0.3%）
1,502 万 6 千円

市

税

の

内

訳

令和４年度会計別当初予算� ※△はマイナスを表します。
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額
、
議
会
費
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
予
算

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
な

ど
４
つ
の
特
別
会
計
予
算
の
合
計
は

90
億
１
６
８
６
万
３
千
円
で
、
前
年

度
と
比
べ
０
・
６
％
の
増
額
で
す
。

企
業
会
計
予
算

　

企
業
会
計
予
算
は
、
上
水
道
、
工

業
用
水
道
、
市
民
病
院
お
よ
び
下
水

道
事
業
の
予
算
で
、
前
年
度
と
比
べ

４
・
０
％
増
の
75
億
５
０
０
２
万
２

千
円
で
す
。

令和４年度　予算の概要

本市の令和４年度当初予算が、　　 第１回市議会定例会を経て成立しました。
ここでは会計別にその内容を　　 お知らせします。

市民一人当たりに使われるお金

441,637 円

民生費 衛生費 公債費 総務費 土木費

153,874 円 58,582 円 53,973 円 47,123 円 39,544 円 

教育費 消防費 農林水産業費 商工費 議会費

33,933 円 19,391円 17,016 円 8,510 円 5,056 円 

歳出

民生費
62億 8,543 万 7千円
（34.8%）

公債費
22億 468万 5千円
（12.2%）

180 億
4,000万円

総務費
19億 2,489 万 4千円

（10.7%）

教育費
13億 8,610 万 6千円

（7.7%）

衛生費
23億 9,293 万 8千円
（13.3%）

消防費
7億 9,206 万 8千円

（4.4%）

土木費
16億 1,531 万円

（9.0%）

農林水産業費
6億 9,508 万 3千円（3.8%）

商工費 3億 4,763 万 1千円（1.9%）
議会費 2億 651万 9千円（1.1%）
その他 1億 8,931 万 9千円（1.1%）
災害復旧費 1万円（0.0%）

市庁舎空調・電気設備等改修事業 2 億 1,001 万円

　老朽化した市庁舎の空調・電気設備などの改
修工事を行います。

新清掃センター周辺環境整備事業 300 万円

　新清掃センター屋外周遊型リサイクル展示施
設内広場の整備検討を行います。

地域公共交通計画策定事業 774 万円

　公共交通機関の機能強化、バス路線網の再編など、
利便性の高い公共交通網の整備に向けた取り組みを体
系的に位置付ける計画を策定します。

小児市助成医療費扶助事業 5,597 万円

　18 歳までの医療費無料化を引き続き実施します。

子宮頸がんワクチン接種事業 4,373 万円

　子宮頸がんの罹患を防ぐため、小学校 6 年生
から高校 1 年生までの希望する女子に予防接種
を行います。

茜平総合交流施設改修事業 1 億 3,162 万円

　サービスの向上や施設の安全・安心な管理運
営を図るため、茜平総合交流施設（マウントあ
かね）の大規模リニューアル工事を行います。

転作達成促進事業補助金 8,197 万円

　米の生産調整の推進や水田農業の経営安定を
図るため、転作作物を作付けした方に対し、補
助金を交付します。

揚枝方地区キャンプ場整備事業 4,273 万円

　交流人口の一層の拡大を図るため、関本町富
士ケ丘揚枝方地区に自然景観と融和したキャン
プ場の整備を行います。

駅西停車場豊田線整備事業 5,283 万円

　磯原駅西と県道北茨城インター線を結ぶ都市
計画道路を整備します。

北町関本中線整備事業 7,250 万円

　県道大津港停車場線と塙大津港線を結ぶ都市
計画道路を整備します。

消防水利整備事業 1,697 万円

　消防水利の充実と消防活動の強化を図るため、
不足する地域に防火水槽を整備します。（華川町
上小津田地内・磯原町豊田地内）

中郷中学校校舎長寿命化改修事業 1,122 万円

　老朽化した中郷中学校校舎の屋上防水改修工
事を行います。

野口雨情歌碑等設置事業 545 万円

　雨情作品の魅力発信と認知度向上を図るため、
市内のウォーキングロードに野口雨情の詩を綴っ
た歌碑などを設置します。

学校給食費補助金 5,285 万円

　中学校生徒の給食費の無償化を引き続き実施
します。

予算に計上された主な事業

※ 金額は予算額を3月1日現在の人口（40,848人）で割ったもの 問 財政課　財政係　内３４２、３４３
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110 緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

社
会
福
祉
功
労
者

社
会
福
祉
功
労
者

��

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

大
津
町
北
町
の
鈴
木
正
義
さ
ん
が
、
民

生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
職
務
に
精
励

し
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
し

て
、
社
会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
平
成
６
年
か
ら
主
任
児

童
委
員
と
し
て
、
学
校
お
よ
び
福
祉
機
関

と
連
携
し
て
子
ど
も
や
保
護
者
に
献
身
的

に
関
わ
っ
て
お
り
、
児
童
健
全
育
成
や
子

育
て
支
援
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、
市
連
合
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
会
長
を
務

め
、震
災
に
よ
る
被
災
者
の
住
居
支
援
や
、

公
共
交
通
機
関
等
の
推
進
協
議
会
に
お
い

て
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
震
災
復

興
と
市
民
の
安
心
安
全
の
回
復
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
、
中
学
校
の
心
の
教
室

の
相
談
員
を
務
め
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
支
援
に
対
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

問

社
会
福
祉
課　

障
が
い
地
域
福
祉
係

 

（
太
田
）
内
１
３
８

　

令
和
４
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
、

３
月
１
日
か
ら
16
日
ま
で
、
16
日
間
の
会

期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
に
は
、
令
和
４
年
度
一
般
会

計
予
算
案
な
ど
、議
案
32
件
が
提
出
さ
れ
、

慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

◎�

北
茨
城
市
部
及
び
室
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

 

近
年
大
規
模
化
す
る
自
然
災
害
や
想
定

さ
れ
る
巨
大
地
震
、
感
染
症
の
拡
大
な

ど
、
市
民
の
生
命
を
脅
か
し
、
社
会
生

活
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
災
害

事
案
等
に
対
応
す
る
た
め
、
総
務
課
内

に
危
機
管
理
の
総
合
的
な
調
整
機
能
を

担
う
「
危
機
管
理
室
」
を
創
設
す
る
も

の
で
す
。

◎�

北
茨
城
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

 

全
国
的
な
消
防
団
員
の
減
少
を
受
け
、

国
か
ら
処
遇
改
善
の
た
め
の
報
酬
等
の

基
準
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
市

消
防
団
員
の
報
酬
額
を
見
直
す
も
の
で

す
。

◎�

北
茨
城
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

 

茨
城
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
に
お

い
て
、
令
和
４
年
度
か
ら
県
内
の
国
民

健
康
保
険
税
の
賦
課
方
式
を
所
得
割
・

均
等
割
の
２
方
式
に
統
一
す
る
目
標
が

示
さ
れ
た
た
め
、
現
行
の
所
得
割
・
資

産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
の
４
方
式
か

ら
資
産
割
お
よ
び
平
等
割
を
廃
止
す
る

と
と
も
に
、
賦
課
総
額
を
確
保
す
る
た

め
税
率
等
を
見
直
す
も
の
で
す
（
詳
細

は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

■
可
決
・
承
認
さ
れ
た
主
な
予
算

◎�

令
和
３
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７・８・９
号
）

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
た
子
育
て
世
帯
等
を
支
援
す
る

た
め
の
臨
時
特
別
給
付
金
や
低
所
得
の

ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
と
し
た
生
活
支

援
特
別
給
付
金
の
支
給
の
た
め
の
経
費

を
計
上
す
る
な
ど
、
21
億
８
７
１
２
万

円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
が

２
１
０
億
６
１
２
６
万
６
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

◎�
令
和
４
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計
予
算

　

 
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
含
め
た
当
初

予
算
の
概
要
は
４
～
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

第１回
市議会定例会
令和４年度北茨城市一般会計
予算案など議案 32 件を可決
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北茨城市役所　☎43-1111 ３
・
11
を
決
し
て
忘
れ
な
い

　

あ
の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
11
年
が
経
過
し
た
３
月
11

日
、
震
災
に
よ
り
失
わ
れ
た
た
く
さ
ん
の

尊
い
命
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
た
め
、
地

震
が
発
生
し
た
午
後
２
時
46
分
に
あ
わ
せ

て
、市
内
一
斉
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
浦
岬
公
園
の
展
望
慰
霊
塔
前

で
は
、
ご
遺
族
の
方
を
は
じ
め
漁
協
関
係

者
や
消
防
団
員
な
ど
が
参
加
し
て
追
悼
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
震
災
で
得
た
教
訓
を
決
し
て
忘
れ

ず
、
後
世
に
語
り
継
ぐ
と
い
う
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
献
花
台
も
設

け
ら
れ
、
11
年
経
っ
て
も
ま
だ
、
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
る
と
い
う
方
も

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

新型コロナワクチン関連情報
■新型コロナワクチン接種について
　新型コロナワクチンの接種（３回目接種・小児接種）を希望する方は、接種券が届きましたら同封の案内チ
ラシに記載されている手順で、予約をお早めにお願いします。詳しくは案内チラシをご確認いただき、インター
ネットの予約サイトからお申し込みいただくか、もしくは下記までお問い合わせください。
　なお、ワクチンの接種は強制ではありませんので、効果・副反応について理解したうえで、希望される方の
み接種を受けてください。
【対象者】
　・３回目接種：２回目接種から６カ月以上経過した 18 歳以上の方
　・小 児 接 種：５歳から 11 歳の方

■北茨城市に転入された方の新型コロナワクチン接種券の発行について
　他自治体で１、２回目の新型コロナワクチン接種を受けた後に本市へ転入された方で、３回目の接種を希望
される方は、接種券の発行申請が必要になります。１、２回目の接種済証と本人確認書類（マイナンバーカー
ド、運転免許証、健康保険証）を持参し、健康づくり支援課へお越しください。

■新型コロナウイルスに感染した方で、ワクチンの接種を希望する方へ
　新型コロナウイルスに感染した方は、接種の間隔を一定の期間をおく必要がある場合があるため、接種を希
望する方は接種が可能となる時期を主治医に確認のうえ、インターネットの予約サイトからお申し込みいただ
くか、下記までお問い合わせください。また、下記ＱＲコードから厚生労働省新型コロナワクチン Q&A ホー
ムページもあわせてご参照ください。　

申 問北茨城市新型コロナワクチン接種コールセンター
　　☎０２９３－４４－６７７０

厚生労働省新型コロナワクチン Q&A →
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メ
ー
ル

配
信
登
録

　「茨城県国民健康保険運営方針」で、令和４年度から県内各市町村の国民健康保険税の賦課方式を２方式（所
得割・均等割）に統一する方針が示されたことから、本市でも、現在の４方式（所得割・資産割・均等割・平
等割）を、令和４年度から２方式に変更します。また、それに伴い、保険税率も改正しましたので、ご理解と
ご協力をお願いします。

■２方式とする理由

■令和４年度からの保険税率

■被保険者の保険税の負担について
　保険税の計算の基となる方式が少なくなるため、「集
めるべき総額（賦課総額）」を維持しようとすると、資
産割の分を所得割に、平等割の分を均等割に上乗せする
ことになってしまいます。また、令和４年度から団塊の
世代の後期高齢者医療制度への移行が始まり、国保の被
保険者数が減少することにより、１人当たりの税額が高
くなると見込まれるため、市では賦課総額を見直すとと
もに、国民健康保険支払準備基金（※）を活用すること
で税率の引上げ幅を抑え、被保険者の皆さんの負担軽減
を図ります。
　※ 市が、県に納める事業費納付金や市の保健事業に充て

るため積立てている積立金

　団塊の世代の後期高齢者医療制度移行による国保被保険者数の減少など社会情勢の変化に対応するため、今後
は随時税率改正を行っていくことを想定しています。今後の税率改正に備え、基金残高をある程度留保しながら
も、できる限り皆さんの負担軽減を図るという観点から、今回基金の活用を図っています。

※国の軽減措置により、未就学児の均等割は１/ ２軽減されます。

全般 〇　簡潔・公平な賦課方式である。
〇　�後期高齢者医療制度は２方式を採用しており、国保から後期高齢者医療制度への移行がスムーズになる。

資産割
（廃止）

〇　固定資産税との二重課税といった被保険者の懸念を解消できる。
〇　�資産の所有場所による不公平感（他市町村に所有する資産の固定資産税は算定できない）を解消できる。

平等割
（廃止）

〇　�国保世帯の多くが１人または２人世帯であり、国保制度創設時と比べ、家族の形態が大きく変わってき
た中で、均等割（被保険者１人当たり）を補完する平等割（世帯当たり）の意義が薄れてきている。

 

 

 

被保険者数の減少と
賦課方式の見直しに
より大きな増額に

賦課総額の見直しと
基金の活用により
税額を圧縮

133,182円
150,449円

288,400円

89,422円 101,016円
77,609円

45,800円

115,588円

現状

１人当たり税額 １世帯当たり税額 １世帯当たり最大増額

賦課方式の見直し 基金活用

区分（対象者）
医療保険分

（被保険者全員）
後期高齢者支援金分
（被保険者全員）

介護納付金分
(40歳以上65歳未満被保険者)

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所得割 被保険者の所得金額に対して 7.5％ 6.9％ 2.5％ 2.9％ 2.1％ 2.5％

資産割 被保険者の固定資産税額に対して 35.0％ 廃止 11.7％ 廃止 8.0％ 廃止

均等割 被保険者1人当たり 20,500円 27,700円 6,500円 11,300円 10,000円 14,500円

平等割 1世帯当たり 17,500円 廃止 5,500円 廃止 6,000円 廃止

 問 保険年金課　保険係　内１８１～１８４
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北茨城市役所　☎43-1111

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

４
月
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
・

４
月
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
軽
減

制
度
と
上
限
額
に
つ
い
て

制
度
と
上
限
額
に
つ
い
て

▽�

保
険
税
（
料
）
の
上
限
額
（
年
額
）
が

変
更
と
な
り
ま
す
。

※ 

１　
「
給
与
所
得
者
等
」
と
は
、
一
定

の
給
与
所
得
者
と
公
的
年
金
等
に
係
る

所
得
を
有
す
る
者
を
い
い
ま
す
。

※ 

２　

国
民
健
康
保
険
の
場
合
「
被
保
険

者
数
」
に
特
定
同
一
世
帯
員
数
を
含
め

ま
す
。

問【
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
】

　

保
険
年
金
課　

保
険
係

 

内
１
８
１
～
１
８
４

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
つ
い
て
】

   《
保
険
料
の
納
付
》

　

保
険
年
金
課　

医
療
年
金
係

 

内
１
８
８

   《
保
険
料
の
算
定
》

　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

 

☎
０
２
９

－

３
０
９

－

１
２
１
３

磯
原
駅
自
由
通
路
広
告
掲
載

磯
原
駅
自
由
通
路
広
告
掲
載

　

た
く
さ
ん
の
方
が
利
用
す
る
Ｊ
Ｒ
磯
原

駅
の
自
由
通
路
（
改
札
口
正
面
な
ど
）
に

設
置
し
て
い
る
掲
示
板
へ
の
有
料
広
告
を

募
集
し
ま
す
。

　

お
店
や
会
社
の
Ｐ
Ｒ
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

▽
広
告
（
掲
示
物
）
の
サ
イ
ズ

　

90 ㎝
×
60 

㎝
以
内
（
B2
サ
イ
ズ
程
度
）

▽
料
金　

３
千
円
／
月

▽
申
込
方
法　

電
話
で
左
記
へ

※ 

広
告
内
容
に
よ
っ
て
は
、
本
市
の
基
準

に
よ
り
掲
載
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問

都
市
計
画
課　

都
市
政
策
係　

 

内
２
８
３

世帯（被保険者と世帯主）の
総所得金額等の合計

軽減割合
その他国民健康

保険
後期高齢者
医療保険

43 万円＋ 10万円×（給与所得者等 (※１)
の数－１）以下の世帯 ７割 ※�世帯主と加入者全員の住民税等の申

告が必要です。
　�総所得金額が０円の場合も申告して
ください（収入が年金のみの方は申
告不要です）。

※�保険税（料）を計算した「保険税（料）
額決定通知書」と納付方法を記した
通知が、納付書払い及び口座振替の
方は７月に、年金天引きの方は８月
に送付されます。

43万円＋ 10万円×（給与所得者等の数－
１）＋ 28万５千円×被保険者数 (※２)�以
下の世帯

５割

43万円＋ 10万円×（給与所得者等の数－
１）＋ 52万円×被保険者数　以下の世帯 ２割

軽減される項目 均等割

保険税（料）の上限額（年額） 102万円 66万円

北茨城市・行商サービス～食料品等移動販売サービス～
　買い物に出かけにくい方・交通手段のない方などに、週３回市内各地で食料などの移動販売を行ってい
ます。広報音楽を流しながら巡回していきますので、皆さんのご利用をお待ちしています。

◆令和４年４月～６月期ルート【４月６日㈬～６月24日㈮】

※祝日は休みです。
・詳しい営業日について知りたい方にはチラシをお送りします。
・行商サービスは無料でご自宅までの直接配達も行っています。
・ルート巡回のご要望がありましたら右記までご連絡ください。

時間
午　前 午　後

１０：３０ １１：００ １１：３０ ２：００ ２：３０ ３：００

月 大津漁港北
津之神社

大津復興住宅
第１棟

【無料個別配達】
☎４２－２５１１

華川町小豆畑里見  
山縣様宅付近

中郷町日棚
上田

中郷町下桜井
海沿い

島崎様宅付近

水 平潟町
本町通り 平潟町 東 平潟町

大黒屋水産 関本中公民館 関本町
あかね会

関南町
北茨城観光バス
（3：30 頃）

金 平潟町
鹿野原団地

平潟復興住宅
第１棟

五浦２丁目
鐵様宅付近

大津浜道団地
真壁様宅付近

大津浜道団地
幕田様宅付近

関本町福田
境橋（境川）

問 市商工会　☎４２－２５１１



11 10
広報 きたいばらき ４月号 広報 きたいばらき ４月号

防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110 緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
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な
出
産
の
た
め
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ

て
、
次
の
と
お
り
利
用
方
法
が
異
な
り

ま
す
。

 

・ 

妊
娠
の
継
続
と
安
全
な
出
産
の
た
め
に

医
師
か
ら
紹
介
状
が
出
て
い
る

　

→ 

医
療
機
関
窓
口
で
マ
ル
福
受
給
者
証

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
医
師
の
紹
介
状
が
出
て
い
な
い

　

→ 

マ
ル
福
受
給
者
証
は
提
示
せ
ず
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
申
請
に

よ
り
医
療
福
祉
費
を
支
給
し
ま
す
。

　

 

申
請
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申�
問

保
険
年
金
課　

医
療
年
金
係

 

内
１
８
７

農
作
業
中
の
事
故
に

農
作
業
中
の
事
故
に

��

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

農
繁
期
に
あ
た
る
３
月
か
ら
５
月
に
か

け
て
は
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
の
期

間
で
す
。

　

農
業
機
械
作
業
に
よ
る
死
亡
事
故
が
多

発
し
て
い
て
、
特
に
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー

の
転
落
・
転
倒
に
よ
る
死
亡
事
故
が
多
く

の
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
少
し
の
移
動

で
あ
っ
て
も
、
農
業
機
械
作
業
に
お
け
る

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
装
着
を
徹
底
し
、
日
々

の
作
業
で
常
に
「
安
全
」
を
意
識
し
、
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

�
問

農
林
水
産
課　

農
政
係

 

内
３
８
３
～
３
８
５

医
療
福
祉
費
支
給
制
度

医
療
福
祉
費
支
給
制
度

（
マ
ル
福
・
北
福
）の
お
知
ら
せ

（
マ
ル
福
・
北
福
）の
お
知
ら
せ

マ
ル
福
・
北
福
の
使
い
方
に
つ
い
て

　

医
療
福
祉
費
支
給
制
度
（
マ
ル
福
・
北

福
）
は
、
健
康
保
険
を
使
用
し
て
医
療
機

関
を
受
診
す
る
際
に
、
一
部
負
担
金
を
公

費
で
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
県
内
・
県
外

の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
場
合
で
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
ま
す
。

　

県
内
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
場
合

は
健
康
保
険
証
と
マ
ル
福
受
給
者
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
外
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
場
合

は
健
康
保
険
証
の
み
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
後
日
、
申
請
に
よ
っ
て
医
療
福
祉
費

を
支
給
し
ま
す
。

※ 

申
請
に
つ
い
て
は
、
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

18
歳
以
下
の
自
己
負
担
金
の
助
成

　

マ
ル
福
・
北
福
を
受
給
し
て
い
る
18
歳

ま
で
の
方
が
、
県
内
の
医
療
機
関
等
を
受

診
し
た
際
の
自
己
負
担
金
に
つ
い
て
、
年

４
回
【
６
月
（
１
～
３
月
受
診
分
）、
９

月
（
４
～
６
月
受
診
分
）、
12
月
（
７
～

９
月
受
診
分
）、
３
月
（
10
月
～
12
月
受

診
分
）】
に
分
け
て
指
定
口
座
に
支
給
し

て
い
ま
す
。
各
支
給
月
の
末
日
に
入
金
し

ま
す
の
で
、
当
該
各
月
に
受
診
し
た
分
の

領
収
書
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
差
額
が
な

い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

差
額
が
生
じ
て
い
る
場
合
は
、
下
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
・
幼
稚
園
等
で
の

�

負
傷
・
疾
病
に
つ
い
て

　

学
校
や
幼
稚
園
の
管
理
下
で
の
負
傷
・

疾
病
の
場
合
は
、学
校
等
で
加
入
す
る『
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災
害
共
済
給

付
制
度
』
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関

等
に
は
、
マ
ル
福
・
北
福
を
提
示
せ
ず
に

受
診
し
、
後
日
学
校
等
を
通
し
て
災
害
共

済
給
付
制
度
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
右
記
の
負
傷
・
疾
病
の
療
養
に

関
し
て
、
保
険
適
用
外
を
除
く
自
己
負
担

額
（
複
数
回
受
診
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
合
計
）が
１
５
０
０
円
未
満
の
場
合
は
、

災
害
共
済
給
付
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
た

め
、
マ
ル
福
・
北
福
の
支
給
対
象
と
な
り

ま
す
。

※ 

災
害
共
済
給
付
制
度
と
マ
ル
福
・
北
福

を
重
複
し
て
受
給
し
た
場
合
、マ
ル
福
・

北
福
支
給
分
を
市
に
返
還
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

妊
産
婦
マ
ル
福
を
受
給
し
て
い
る
方

　

妊
産
婦
マ
ル
福
は
、
県
の
制
度
で
は
産

科
・
婦
人
科
を
標
榜
す
る
医
療
機
関
の
受

診
が
主
な
助
成
対
象
で
す
が
、
市
の
制
度

で
は
産
科
・
婦
人
科
以
外
の
受
診
に
つ
い

て
も
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ル
福
の
利
用
方

法
が
異
な
り
ま
す
。

【
産
科
・
婦
人
科
を
受
診
す
る
場
合

（
総
合
病
院
内
の
他
診
療
科
を
含
む
）】

　

 

医
療
機
関
窓
口
で
マ
ル
福
受
給
者
証
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
産
科
・
婦
人
科
以
外
の
診
療
科
を
受
診

す
る
場
合
（
総
合
病
院
を
除
く
）】

　

 

そ
の
受
診
が
妊
娠
の
継
続
お
よ
び
安
全
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年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
手
帳
は「
基
礎
年
金
番

年
金
手
帳
は「
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
」に
変
わ
り
ま
す

号
通
知
書
」に
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
年
金
手
帳
が
廃
止
さ

れ
、
国
民
年
金
の
新
規
加
入
者
や
年
金
手

帳
の
紛
失
等
に
よ
る
再
発
行
を
希
望
す
る

方
に
対
し
、「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」

が
発
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
年
金
手
帳

に
代
わ
り
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る

（
ま
た
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
）
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
で
す
。
年
金
の
各
種
手
続

や
就
職
の
時
（
厚
生
年
金
加
入
時
）
に
提

示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

す
で
に
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
が
発
行

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
使

用
で
き
ま
す
。
紛
失
ま
た
は
棄
損
し
た
場

合
を
除
き
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
へ
切

り
替
え
る
（
再
発
行
を
申
請
す
る
）
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て

学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て

　

20
歳
に
な
る
と
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国

民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の

方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
申
請
で
き
ま
す
。

▽�

対
象
者　

大
学
（
大
学
院
）・
短
大
・

高
校
・
高
等
専
門
学
校
な
ど
に
在
学
す

る
学
生

※
対
象
外
と
な
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。

▽�

手
続
に
必
要
な
も
の　

基
礎
年
金
番
号

通
知
書
ま
た
は
納
付
書
、
在
学
期
間
が

わ
か
る
学
生
証
の
写
し
（
両
面
）
ま
た

は
在
学
証
明
書
（
原
本
）

▽�

申
請　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
る
に
は

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
令
和
３
年
度

の
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
方

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
令
和
４
年
度

の
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
書

が
届
か
な
か
っ
た
方
や
、
過
去
の
申
請

を
忘
れ
た
方
は
左
記
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
承
認
期
間　

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

※ 

20
歳
到
達
者
は
、
20
歳
に
到
達
し
た
月

か
ら
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▽
承
認
期
間
の
取
扱
い

　

 
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、老
齢
基
礎
年
金
、

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
額
の
計
算
に
反
映
し
な
い
た
め
年
金

額
が
減
少
し
ま
す
。
年
金
を
増
額
し
た

い
場
合
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
留
年
等
を
し
た
場
合

　

 

留
年
や
進
学
、
編
入
学
、
退
学
し
た
場

合
は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※ 

卒
業
後
、
就
職
が
決
ま
ら
ず
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
左

記
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申�
問

保
険
年
金
課　

医
療
年
金
係

 

内
１
８
６

　

日
立
年
金
事
務
所

 

☎
０
２
９
４

－

24

－

２
１
２
５

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
等

養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
等

の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

　

全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
に
伴

い
、
４
月
か
ら
の
手
当
額
が
左
記
の
と
お

り
全
国
一
斉
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

�
問【
児
童
扶
養
手
当
】

　
　

子
育
て
支
援
課　

 

内
１
３
４

　
【
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者

　

手
当
等
】

　
　

社
会
福
祉
課　

 

内
１
３
７

消
防
団
機
械
器
具
置
場
引
渡
式

消
防
団
機
械
器
具
置
場
引
渡
式

（
消
防
団
詰
所
完
成
）

（
消
防
団
詰
所
完
成
）

　

消
防
団
第
５
分
団
の
統
合
に
伴
い
、
新

し
い
詰
所
が
、
旧
木
皿
保
育
園
跡
地
に
整

備
さ
れ
、
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
大
塚
、
上
相
田
、
木
皿
地
区
の

防
災
拠
点
と
し
て
地
域
住
民
の
安
全
を
守

り
続
け
ま
す
。

�
問

消
防
課
（
佐
佐
木
）

 

☎
42

－

０
１
１
９ 

内
５
０
９

手　当　名 令和４年３
月分まで

令和４月４
月分から

児童扶養
手当

全部支給 ４３，１６０円 ４３，０７０円

一部支給 43,150円～10,180円
43,060円～
10,160円

特別児童
扶養手当

1級 ５２，５００円 ５２，４００円

2級 ３４，９７０円 ３４，９００円

特別障害
者手当等

特別障害
者手当 ２７，３５０円 ２７，３００円

障害児福
祉手当 １４，８８０円 １４，８５０円

経過的福
祉手当 １４，８８０円 １４，８５０円
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▽�

対
象
者

　

 

令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
（
10
万
円
一
括
給
付
金
）
の
受

給
者
の
配
偶
者
だ
っ
た
方
の
う
ち
、
離

婚
を
し
た
方
（
離
婚
協
議
中
を
含
む
）、

そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方
（
Ｄ
Ｖ
避

難
を
含
む
）
で
あ
っ
て
、
次
の
ア
ま
た

は
イ
に
該
当
す
る
方

ア 　

 

令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当
の
受

給
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
令
和
４
年

３
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者
に

な
っ
た
方

イ 　

 

令
和
３
年
９
月
30
日
に
お
い
て
平
成

15
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
児
童
（
高
校
生
等
）
を

養
育
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
令
和
４

年
２
月
28
日
時
点
に
お
い
て
高
校
生

等
を
養
育
し
て
い
る
方

▽
支
給
額

　

児
童
1
人
に
つ
き
10
万
円

※ 

元
養
育
者
か
ら
す
で
に
10
万
円
一
括
給

付
金
の
一
部
を
受
け
取
っ
て
い
る
、
ま

た
は
児
童
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る

場
合
は
そ
の
額
を
差
し
引
い
た
額
。

※ 

養
育
状
況
や
所
得
の
非
該
当
、
重
複
支

給
な
ど
、
支
給
要
件
に
該
当
し
な
い
こ

と
が
支
給
後
に
判
明
し
た
場
合
、
支
援

給
付
金
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
申
請
方
法

　
 

こ
の
給
付
金
に
は
申
請
者
の
所
得
制
限

額
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
給
付
金
を
受

け
取
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
の
で

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
締
切　

４
月
28
日
㈭

�
問

子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

 

内
１
３
４

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の

��

助
成
制
度
に
つ
い
て

助
成
制
度
に
つ
い
て

　

市
で
は
市
民
の
消
費
の
促
進
と
市
内
施

工
業
者
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
助
成
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
工
事

 

・ 

住
宅
の
修
繕
、
改
造
、
模
様
替
え
、
そ

の
他
住
宅
の
機
能
の
維
持
、
向
上
の
た

め
に
行
う
補
修
、
改
造
ま
た
は
設
備
改

善
の
工
事
で
、
市
民
が
市
内
に
所
有
す

る
個
人
住
宅
を
市
内
施
工
業
者
が
行

う
工
事

 

・ 

補
助
の
決
定
後
に
着
工
し
（
決
定
前
の

着
工
は
対
象
外
）、
申
請
年
度
内
に
完

了
届
を
提
出
で
き
る
工
事
で
、
工
事
費

が
10
万
円
（
消
費
税
抜
き
）
以
上
の
工

事
※ 

市
内
施
工
業
者
と
は
、
市
内
に
住
所
お

よ
び
事
務
所
を
有
し
、
工
事
を
行
う
も

の
を
い
い
ま
す
。

※ 

外
構
な
ど
、
住
宅
本
体
以
外
の
工
事
等

は
補
助
の
対
象
外
で
す
。

▽
対
象
者

 

・ 

補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
住
宅
に
継
続

し
て
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と

 

・ 

補
助
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
で
あ

る
こ
と

 

・
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

 

・ 

対
象
に
な
る
工
事
に
つ
い
て
、
市
で
実

施
し
て
い
る
他
の
同
様
の
補
助
制
度

に
よ
る
補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

▽
補
助
金
の
額

　

 

工
事
費
（
消
費
税
抜
き
）
の
10
％　
　
　

（
支
給
限
度
10
万
円
）

※
家
屋
１
棟
に
つ
き
１
回
の
み

▽
申
請
書
類
等

　

 【
申
請
時
】
申
請
書
、
工
事
見
積
書
、

住
民
票
、
市
税
納
付
状
況
等
調
査
承
諾

書
、
登
記
事
項
証
明
書
ま
た
は
そ
れ
に

代
わ
る
も
の
（
固
定
資
産
税
の
課
税
明

細
書
等
）、
施
工
前
の
写
真

　

 【
完
了
時
】
改
修
工
事
完
了
報
告
書
、

工
事
完
了
証
明
書
、
工
事
費
の
領
収
書

の
写
し
、
施
工
後
の
写
真

※ 

補
助
金
の
利
用
を
検
討
し
て
い
る
方
は
、

事
前
に
左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
問

商
工
観
光
課　

商
工
労
政
係

 

内
３
６
２

令
和
３
年
９
月
以
降
に

令
和
３
年
９
月
以
降
に

離
婚
等
を
し
た
方
へ
の
支
援

離
婚
等
を
し
た
方
へ
の
支
援

給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
９
月
以
降
の
離
婚
等
に
よ

り
、
現
在
子
ど
も
の
養
育
者
と
な
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
10
万
円
一
括
給
付
金

を
受
給
で
き
な
い
方
が
い
る
こ
と
を
受

け
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
対
象
者

の
方
に
対
し
「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
（
支
援
給
付
金
）」
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
へ
の
会
員
登
録
を

セ
ン
タ
ー
へ
の
会
員
登
録
を

助
成
し
ま
す

助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
内
に
居
住
す
る
未
婚
の
男

女
の
出
会
い
や
相
談
の
場
を
提
供
し
、
結

婚
へ
と
導
く
「
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
会
員
登
録
に
対
す
る

助
成
を
行
い
ま
す
。

▽
受
給
資
格
者

① 

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
会
員
登
録
を
行
っ
た
方

② 

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

へ
会
員
登
録
を
行
っ
た
日
の
１
年
以
上

前
か
ら
市
内
に
住
ん
で
い
る
方

 

・ 

会
員
登
録
を
行
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・ 

会
員
に
再
登
録
し
た
方
も
申
請
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
制
度
の
助
成
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
、
再
度
助
成
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

・ 

市
税
等
に
未
納
が
あ
る
場
合
、
助
成
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
助
成
金
額

　

 

１
万
円（
登
録
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日付 会　場 時　間

４
月
20
日
㈬

上 相 田 公 民 館 9:00�～�9:10
大 塚 郵 便 局 隣 9:20�～�9:30
半 蔵 公 民 館 9:40�～�9:50
峰 岸 公 民 館 10:00�～�10:10
西 明 寺 公 民 館 10:15�～�10:25
石 岡 消 防 団 詰 所 前 10:55�～�11:05
旧 石 岡 桜 祭 り 会 場 11:10�～�11:20
旧石打場公民館跡地 11:30�～�11:45

４
月
21
日
㈭

関 南 多 目 的 集 会 所 9:00�～�9:15
ポ ー ト オ オ ツ 隣 9:25�～�9:35
平 潟 漁 協 隣 9:45�～�10:00
大津北町交流集会所 10:30�～�10:40
関本多目的研修集会所 10:55�～�11:10
湯 の 網 公 民 館 11:25�～�11:35
白 浜 団 地 集 会 所 11:45�～�11:55
保 健 セ ン タ ー 12:10�～�12:20

４
月
22
日
㈮

大 日 本 集 会 所 前 9:00�～�9:10
華 川 町 公 民 館 9:20�～�9:30
木皿シルバーコミュニティーセンター 9:40�～�9:50
豊 田 公 民 館 10:20�～�10:35
保 健 セ ン タ ー 10:45�～�10:55
中 妻 小 学 校 前 11:05�～�11:15
旧 華 川 幼 稚 園 前 11:25�～�11:35
下小津田農村集落センター 11:45�～�11:55

日付 会　場 時　間

４
月
23
日
㈯

中郷多目的集会所(元気ステーション入口側) 9:00�～�9:20
松井農村集落センター 9:30�～�9:40
汐見ケ丘近隣公園入口 10:10�～�10:25
中郷ふるさとコミュニティセンター 10:35�～�10:50
保 健 セ ン タ ー 11:05�～�11:20
関 南 多 目 的 集 会 所 11:30�～�11:40

４
月
24
日
㈰

大 津 小 学 校 正 門 前 9:00�～�9:10
五 浦 第 一 公 園 前 9:20�～�9:30
浜 道 地 区 集 会 所 9:40�～�9:50
生涯学習センター（北側駐車場） 10:20�～�10:30
八 反 消 防 詰 所 前 10:40�～�10:50
期待場駐車場（旧富士ケ丘小学校） 11:05�～�11:15
保 健 セ ン タ ー 11:40�～�11:50

４
月
25
日
㈪

水 沼 診 療 所 9:20�～�9:25
才丸農村集落センター 9:40�～�9:55
小川田園都市センター 10:55�～�11:05
市 役 所(東 側 駐 車 場) 11:50�～�12:00
市営磯原無料駐車場(としまや隣) 13:10�～�13:20
市民ふれあいセンター（階段下） 13:30�～�13:40
南部市民サービスセンター 13:50�～�14:00
足 洗 公 民 館 14:10�～�14:20

　飼い犬への狂犬病予防ワクチン接種は、毎年１回受けなければなりません。
　下記の集合注射実施会場または各動物病院で受けてください。なお、市に登録している飼い主の方
には、生活環境課から集合注射の日程をお知らせするハガキ（申請書）をお送りしますので接種時に
必ずお持ちください。

※ 荒天時および新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、中止となる場合があります。
※未登録の犬は、接種時にあわせて登録手続きが必要です（登録は生涯1回）。
※注射をする際は、犬が首輪等から外れないようしっかりと固定してください。
○料　　金
　・新規登録　６,５５０円（登録料３,０００円、注射料３,０００円、注射済票交付手数料５５０円）
　・注射のみ　３,５５０円（注射料３,０００円、注射済票交付手数料５５０円）
○日　　程

※ 登録している飼い犬が死亡、または住所や飼い主の変更があった場合は、下記へ届出が必要です。

問 生活環境課　環境政策係　内３７３
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令和４年度　集団健康診査の日程と会場

完全予約制で実施します。
以下の予約受付日時に予約専用電話番号へお電話の上、ご予約をお願いします（土日を除く）。

　　※予約専用電話番号以外への電話、または市窓口でのご予約は受け付けませんのでご注意ください。

集団健診予約専用電話番号　０２９３－４４－６７７４
上半期　集団健診日程

予約受付日時　 令和４年５月11日（水）～��令和４年５月20日（金）����9：00～ 17：00
健 診 日 会 　 場 所 在 地 受付時間
６/13㈪ 保健センター 華川町臼場１８７－２７

  ９：００ ～
１０：００ ～
１１：００ ～
１３：００ ～
１４：００ ～
１５：００ ～

６/14㈫ 保健センター 華川町臼場１８７－２７
６/15㈬ 保健センター 華川町臼場１８７－２７
６/16㈭ 中郷ふるさとコミュニティセンター 中郷町粟野２２０－２
６/20㈪ 保健センター 華川町臼場１８７－２７
６/21㈫ 保健センター 華川町臼場１８７－２７
６/22㈬ 中郷ふるさとコミュニティセンター 中郷町粟野２２０－２
６/26㈰ 中郷多目的集会所 中郷町上桜井８４４－１

 ・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、１時間あたり 30 人程度を上限とさせていただきます。
 ・ 集団健診予約専用電話は予約受付日時にならないと繋がりません。予約受付日時をご確認の上、お電話くださ

い。
 ・ 予約開始日はお電話が繋がりにくくなることが予想されます。繋がらない場合は、時間を置いてから再度おか

け直しください。
医療機関健診のご案内
　健診は以下の医療機関でも５月９日㈪から 12 月 16 日㈮まで受診することができます。
　事前予約が必要ですので、各医療機関に直接お電話でお問い合わせください。
※眼底検査はいそはらクリニックでのみ受診できます。
※医療機関健診では肺がん検診（胸部レントゲン）は受診できません。
      ◎ 北茨城市民病院   関南町関本下１０５０  ☎４６－１１２１
      ◎ 瀧病院    磯原町磯原２－３０５  ☎４２－１２２１
      ◎ いそはらクリニック  磯原町磯原４－１１２－２  ☎３０－１５８０

下半期　集団健診日程
予約受付日時　 令和４年７月27日（水）～ 令和４年８月５日（金）����9：00～ 17：00
健 診 日 会 　 場 所 在 地 受付時間
９/４㈰ 保健センター 華川町臼場１８７－２７

  ９：００ ～
１０：００ ～
１１：００ ～
１３：００ ～
１４：００ ～
１５：００ ～

９/５㈪ 市民ふれあいセンター 磯原町本町２－５－１５
９/６㈫ 保健センター 華川町臼場１８７－２７
９/８㈭ 北茨城市漁業歴史資料館よう・そろー 関南町仁井田７８９
９/９㈮ 関南多目的集会所 関南町関本下６７４
９/13㈫ 保健センター（女性のみ） 華川町臼場１８７－２７
９/14㈬ 関南多目的集会所 関南町関本下６７４
９/15㈭ 関南多目的集会所 関南町関本下６７４
９/16㈮ 保健センター 華川町臼場１８７－２７
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日程と場所は右ページの日程表をご覧ください。
ご予約のない方は受診できません。予約は専用電話番号での受付となります。
〇各健康診査の予約方法
　　４月下旬に対象の方へ受診券を送付しますので健診の予約を行ってください。
　　・集団健診をご希望の方… 右ページの集団健診予約専用電話番号にて、ご希望する健診日の受付期間内にご

予約ください。後日、受診決定通知を送付します。
　　・医療機関健診をご希望の方… 各医療機関に直接お電話にてお申込みください（一般健康診査・社会保険被

扶養者健診は除く）。
【特定健康診査・後期高齢者健康診査】
　◆�対象者　 ４０歳から７４歳までの国民健康保険加入者、７５歳以上の後期高齢者医療保険加入者（６５歳以上

で一定の障害があり、後期高齢者医療制度に加入している方を含む）
　　※ 健診受診日時点で国民健康保険、または、後期高齢者医療保険を脱退された方、および今年度中に国保人

間ドック、または、後期人間ドックを受診予定の方は対象外です。
　◆自己負担金　無料
　　心電図、眼底検査、貧血検査、血清クレアチニン検査を全員に無料で実施します。
　　※６５歳未満の方の肺がん検診（胸部レントゲン）は有料（２００円）です。
【一般健康診査（集団健診のみ）】
　　特定健康診査の各集団健診会場で受診できますので、ぜひ受診してください。
　◆対象者　 ２０歳～３９歳（令和５年４月１日現在）で、学校や職場等で定期健診を受ける機会のない方（加

入する健康保険は問いません）
　◆自己負担金　 １，２００円（追加健診：心電図、眼底検査、貧血検査、血清クレアチニン検査は別途２，２００

円がかかります）
〇 上記健診の受診を希望される方で受診券をなくした方、または、受診券が郵送されなかった方は再発行します

ので、下記までご連絡ください。
【社会保険被扶養者健診】
　ご加入されている社会保険が、日立メディカルセンターと契約を結んでいる場合は、右ページの各集団健診会
場で受診できますので、ぜひ受診してください。
　社会保険に加入されている方は、保険証の発行元から受診券が届きます。
　受診を希望される方は、事前に健診を受診可能か保険証の発行元にご確認の上、お申込みください。
　◆対象者　 ４０歳以上（令和５年４月１日現在）で、日立メディカルセンターと契約をしている事業所の社会

保険に加入されている被扶養者
　◆自己負担金　加入されている社会保険によって異なりますので、保険証の発行元にお問い合わせください。
　※市から発行される受診券がないと、胸部レントゲンを受診できません。
　※保険証の発行元から発行された受診券がないと健康診査自体が受診できませんのでご注意ください。
〇社会保険証の発行元から送付された受診券の再発行については、直接発行元にお問い合わせください。

 　問  保険年金課【特定健康診査・後期高齢者健康診査】　　　　　国民健康保険担当　内１８１～１８４
 後期高齢者医療保険担当　内１８５～１８８
　  健康づくり支援課【一般健康診査・社会保険被扶養者健診】　　　　健康支援係　内１９５～１９８



17 16
広報 きたいばらき ４月号 広報 きたいばらき ４月号

防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110
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顔
写
真

２
枚
、
預
金
通
帳
と
届
出
印
ま
た
は
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
印
鑑

申�
問

高
齢
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
係

 

（
武
子
）
内
１
２
４

大
人
の
風
し
ん
抗
体
検
査

大
人
の
風
し
ん
抗
体
検
査

お
よ
び
予
防
接
種
の

お
よ
び
予
防
接
種
の

��

実
施
期
間
延
長

実
施
期
間
延
長

　

平
成
30
年
の
風
し
ん
の
流
行
を
受
け
、

過
去
に
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機

会
が
な
か
っ
た
男
性
を
対
象
に
行
っ
て
い

た
無
料
の
風
し
ん
抗
体
検
査
お
よ
び
予
防

接
種
の
実
施
期
間
が
、
令
和
４
年
度
か
ら

３
年
間
（
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
）
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
抗
体
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
勤
務
先
の
健
康
診
断
等
で
ク
ー
ポ
ン

券
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

対
象
者　

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

▽
ク
ー
ポ
ン
券　

　

 

風
し
ん
の
抗
体
検
査
お
よ
び
予
防
接
種

を
無
料
で
受
け
る
た
め
に
は
、
市
が
発

行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要
で
す
。
対

象
の
方
に
は
既
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送

し
て
い
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期

限
が
切
れ
て
い
て
も
そ
の
ま
ま
使
用
で

き
ま
す
。
紛
失
・
転
入
な
ど
で
ク
ー
ポ

ン
券
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽�

抗
体
検
査　

実
施
機
関
へ
検
査
を
申
し

込
み
、
検
査
当
日
ク
ー
ポ
ン
券
と
身
分

証
を
提
示
し
ま
す
。
抗
体
検
査（
採
血
）

を
受
け
、
抗
体
が
十
分
に
な
か
っ
た
場

合
は
予
防
接
種
を
受
け
ま
す
。

▽�

実
施
機
関　

勤
務
先
の
健
康
診
断
・
人

間
ド
ッ
ク
・
特
定
健
康
診
査
（
国
民
健

康
保
険
加
入
者
）・
全
国
の
医
療
機
関

（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

�
問

健
康
づ
く
り
支
援
課　

 

（
平
尾
）
内
１
９
６

新車の介護用
車両の購入

福祉車両 １０万円

その他の車両 ５万円

中古の福祉車
両の購入

初年度登録から３６
カ月以下 ５万円

初年度登録から３７
カ月以上 ２万５千円

所有車両を介
護用車両への
改造

改造費用の３分の２を乗じて得た額。
千円未満切捨て。１０万円を限度。

緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録
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　心身に障がいがある方が使用する車両で次に該当する場合は、軽自動車税の減免を受けることができます。
▷減免の対象となる車両
　心身に障がいのある方が通学・通勤・通所・通院などのために運転または同乗する車両
　※障がい者１人につき１台
▷対象者　以下の①～④のいずれかに該当する方
　①身体障害者手帳をお持ちの方で下表の●または○に該当する方
　②療育手帳で判定がⒶまたはＡの方
　③精神障害者保健福祉手帳の障害者等級が１級で以下のいずれかに該当する方
　　・自立支援医療受給者証（精神通院）の交付を受けている方
　　・医療福祉費受給者証の交付を受けている方　
　　・当該障がいのために通院している方 
　④戦傷病者手帳をお持ちの方
　※３月３１日までに手帳の交付を受けている方が対象となります。
▷減免対象の障害等級表

▷申請に必要な書類等 (軽自動車税 )
　① マイナンバーカードおよび本人確

認書類
　②減免申請書
　③身体障害者手帳等
　④車検証の写し
　⑤運転者の運転免許証の写し
　⑥納税通知書
▷申請期限　５月３１日㈫
 申 問税務課　市民税係　内１５３

障害者手帳
障　害　の　区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

視 覚 障 害 ● ● ● ●
聴 覚 障 害 ● ●
平 衡 機 能 障 害 ●

音声機能障害
（咽頭摘出の場合に限る）

（音声機能、言語機能又はそしゃく障害）
●

上 肢 障 害 ● ●
下 肢 障 害 ● ● ● ○ ○ ○
体 幹 機 能 障 害 ● ● ● ○

乳幼児期以前の非進行性の
脳病変による運動機能障害

上肢機能 ● ●
下肢機能 ● ● ● ● ● ●

心 臓 機 能 障 害 ● ●
じ ん 臓 機 能 障 害 ● ●
呼 吸 器 機 能 障 害 ● ●
ぼうこう又は直腸機能障害 ● ●
小 腸 の 機 能 障 害 ● ●
免 疫 機 能 障 害 ● ● ●
肝 臓 機 能 障 害 ● ● ●

 ※○は、障がい者の方が運転する場合に限ります。

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
に

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
に

対
す
る
自
動
車
税
種
別
割
の

対
す
る
自
動
車
税
種
別
割
の

減
免
制
度

減
免
制
度

▽
減
免
対
象
者

　

 

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
方

※ 

障
が
い
の
区
分
、
等
級
に
よ
り
減
免
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
減
免
の
対
象
と
な
る
自
動
車

　

 

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
通
院
・
通

学
・
通
所
も
し
く
は
生
業
の
た
め
に
使

用
す
る
自
動
車

※ 

障
が
い
の
あ
る
方
一
人
に
対
し
１
台
が

対
象
で
す
。

▽
申
請
方
法

　

 

必
要
な
書
類
を
事
前
に
確
認
の
う
え
、

県
税
事
務
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
時
期

　

 

令
和
４
年
度
か
ら
減
免
を
受
け
る
場
合

は
、
５
月
31
日
（
納
期
限
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
納
期
限
を
過
ぎ
る

と
翌
年
度
か
ら
の
適
用
で
す
。

 

・ 

新
車
、
中
古
自
動
車
新
規
登
録
に
係
る

減
免
や
自
動
車
税
環
境
性
能
割
減
免

に
つ
い
て
は
、
登
録
日
か
ら
30
日
以
内

に
水
戸
県
税
事
務
所
自
動
車
税
分
室

（
茨
城
運
輸
支
局
内
）
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

�
問

常
陸
太
田
県
税
事
務
所　

収
税
第
一
課

 

☎
０
２
９
４

－

80

－

３
３
１
４

　

県
税
事
務
所　

高
萩
支
所　

 

☎
22

－

２
０
１
９
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手
作
り
の
実
験
器
具
を

手
作
り
の
実
験
器
具
を

��

使
っ
た
研
究
で
受
賞

使
っ
た
研
究
で
受
賞

令
和
３
年
度　
第
65
回

茨
城
県
児
童
生
徒
科
学
研
究
作
品
展

（
兼
日
本
学
生
科
学
賞
茨
城
県
作
品
展
）

（
小
学
校
の
部
）
茨
城
県
知
事
賞

令
和
３
年
度　
第
58
回

全
国
児
童
才
能
開
発
コ
ン
テ
ス
ト

（
科
学
部
門
）
全
国
連
合
小
学
校
長
会
会

長
賞

　

学
校
教
育
の
振
興
と
児
童
の
文
化
的
・

科
学
的
な
才
能
の
育
成
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
全
国
児
童

才
能
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
」。
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
、小
学
生
の
兄
弟
に
よ
る
研
究
が
、

テ
ー
マ
の
選
び
方
や
研
究
の
方
法
、
子
ど

も
ら
し
い
創
造
性
な
ど
を
評
価
さ
れ
、
素

晴
ら
し
い
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
二
人
の

コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
【
研
究
主
題
】

　
　

解
き
明
か
せ
！

　
　

ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
睡
眠
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
　

身
近
な
生
物
の
秘
密
が
知
り
た
い

　
　

５
年
次

精
華
小
学
校　

　

５
年　

小
國　
太
一
朗　
さ
ん

　

４
年　

小
國　
丈
太
朗　
さ
ん

　「
僕
た
ち
は
理
科
が
大
好
き
で
す
。
い
つ

も
不
思
議
な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
出
て
き

て
、解
き
明
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
究
も
そ
の
中
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
研
究
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
実

験
器
具
を
自
分
た
ち
で
作
っ
た
こ
と
で

す
。
夜
の
観
察
も
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
で
す
。た
だ
生
き
物
相
手
な
の
で
、

観
察
中
に
弱
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
賞
を
い
た
だ
い
て
二
人
で
頑

張
っ
て
や
っ
て
よ
か
っ
た
ね
、
と
喜
び
ま

し
た
。」

 �
問

学
校
教
育
課 

内
４
４
０

【
操
業
開
始
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
】

　

当
社
の
創
業
は
明
治
38（
１
９
０
５
）

年
で
す
。日
立
鉱
山
の
開
発
と
銅
鉱
石

の
採
掘
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

磯
原
工
場
は
昭
和
60（
１
９
８
５
）年

に
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。敷
地
面
積

は
約
24
万
㎡
で
東
京
ド
ー
ム
５
個
分
に

相
当
し
ま
す
。

【
ど
の
よ
う
な
製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
か
】

　

磯
原
工
場
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

パ
ソ
コ
ン
、自
動
車
な
ど
の
電
気
機
器

に
欠
か
せ
な
い
高
機
能
・
高
付
加
価
値

な
電
子
材
料
の
研
究
開
発
と
製
品
製
造

を
行
っ
て
お
り
、現
在
約
１
０
０
０
人

の
従
業
員
が
従
事
し
て
い
ま
す
。

【
会
社
の
特
色
は
な
ん
で
す
か
】

　

磯
原
工
場
の
主
要
製
品
は「
ス
パ
ッ

タ
リ
ン
グ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。聞
き
な
れ
な
い
製
品
か
と
思

い
ま
す
が
、極
め
て
純
度
の
高
い
金
属

や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
で
で
き
た
製
品
で

す
。主
に
半

導
体
や
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク

等
を
構
成
す

る
部
品
に
使

わ
れ
る
製
品

で
、半
導
体

用
ス
パ
ッ
タ

リ
ン
グ
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
目

に
見
え
な
い

ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
膜
を
い
く
つ
も
重
ね
て

半
導
体
ウ
ェ
ハ
ー（
集
積
回
路
の
基
盤
）

等
に
微
細
な
配
線
パ
タ
ー
ン
を
形
成
す

る
た
め
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
、デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）や
５
Ｇ
、テ
レ

ワ
ー
ク
の
普
及
な
ど
に
よ
り
半
導
体
を

中
心
と
し
た
電
子
材
料
機
器
の
需
要
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
を
下
支

え
す
る
製
品
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ

と
が
当
社
磯
原
工
場
の
社
会
的
責
任
で

す
。

　【
地
域
と
の
関
わ
り
は
あ
り
ま
す
か
】

　

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
ん

で
い
る「
童
話
の
花
束
」を
小
学
校
な
ど

に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。ま
た
、近
年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

中
学
生
を
工
場
に
招
い
て
社
員
の
仕
事

や
製
品
の
製
造
工
程
を
学
ん
で
い
た
だ

く「
リ
コ
チ
ャ
レ（
理
工
チ
ャ
レ
ン
ジ
）」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｘ
金
属
株
式
会
社
磯
原
工
場

北
茨
城
市
の
企
業
紹
介
15

磯
原
工
業
団
地

（
華
川
町
臼
場
）

緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録
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▼一言で言えばどんな部活ですか？
　文化部は、自分の制作を楽しんだり共同で一カ月ごとに月の掲示

物を作ったりしています。

▼部の雰囲気を教えてください
　とても明るい雰囲気です。

　また、各々が好きな作品づくりに集中できることと、厳しい上下関

係がないので、気軽に先輩と話せることが魅力です。

▼部の魅力を教えてください
　自分の好きな制作をし、それを極められることです。また、分か

らないことや困ったことがあれば、先生や友達に相談できます。

▼心に残るエピソードを教えてください
　体育祭のための巨大絵を、苦戦しつつも楽しく制作できたことと、
新校舎で活動をし始めて新たな気持ちでスタートできたことです。

▼今後の目標を教えてください
　今まで通りに各々が好きなことをやり続けながら、少しずつ新
しいことに挑戦していくことが目標です。

▼部長から部員の皆さんへメッセージをどうぞ！
　明るい文化部をずっと残していきたいです。皆が今好きなこと、
楽しみなことを大切にし活動をしてほしいと思います。

▼これから部活動を決める新入生の皆さんに
　メッセージをどうぞ！
　切り絵やぬり絵、イラスト制作など、様々な活動をしている部員
がたくさんいます。
　ぜひ一緒に活動しましょう！

▼最後に顧問の先生から部員の皆さんにひと言お願
　いします
　部員たちが制作する月の掲示物は、毎月すてきなアイデアが集
い、校内を彩ってくれています。日々の活動を通して、自分の好き
なことや表現したいことを見つけ、同じ文化部で活動する仲間た
ちと有意義な時間を過ごしてほしいと思います。

文化部
磯原中学校

部　長
竹村 碧翠さん

副部長
長谷川 鈴さん

２年生13人、３年生12人が
佐藤 美来先生、柏原 由紀子先生の指導のもと
日々活動しています。

部長さんと

副部長さんに

お話を聞きました！

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
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診療科 月 火 水 木 金

外来

午前

横谷 五十嵐 梶川（第1・3・5）
五十嵐（第2・4） 吉本 五十嵐（第1・3・5）�

横谷（第2・4）

海老澤 横谷 鈴木（第1・3・5）
倉田（第2・4） 鈴木 吉本（第1・3）�

海老澤（第2・4）
梶川（第1・3・5）
倉田（第2・4）

鈴木（第1・3・5）
海老澤（第2・4） 海老澤 倉田 鈴木

午後

五十嵐 横谷 横谷（第1・3・5）
海老澤（第2・4） 吉本 五十嵐

鈴木 梶川 鈴木（第1・3・5）
倉田（第2・4） 梶川 海老澤

倉田 倉田 梶川 海老澤 倉田（第1・3・5）�
横谷（第2・4）

訪問
午前 ○ ○ ○ ○ ○

午後 ○ ○ ○ ○ ○

飲酒量�
低減外来 午前 － － － △（完全予約制） －

心療内科 電話
予約 △（完全予約制） △（完全予約制） △（完全予約制） △（完全予約制） △（完全予約制）

◎１カ月の診療体制表は受付に準備していますので、気軽にお声掛けください。　� 　問 家庭医療センター　☎ 43－1131

●外来・訪問診療のご案内●外来・訪問診療のご案内　　※学会等で休診、変更となる場合があります。※学会等で休診、変更となる場合があります。 令和４年４月１日現在令和４年４月１日現在

北茨城市民病院附属北茨城市民病院附属　家庭医療センターの診療体制　家庭医療センターの診療体制
【受付時間】午前／8時30分から11時30分まで　午後／1時30分から4時まで【受付時間】午前／8時30分から11時30分まで　午後／1時30分から4時まで
【診�療�科】内科、小児科、心療内科　　【休診日】土曜、日曜、祝日、年末年始【診�療�科】内科、小児科、心療内科　　【休診日】土曜、日曜、祝日、年末年始

緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

05

交
通 

と 

健
康

運
転
免
許
返
納
ま
で
の
道
その
弐

70
代
女
性

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
交
通
や
移
動
」
に
ま
つ
わ
る
課
題
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
私
た
ち
の
健
康
と

の
関
連
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
情
報
発
信
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
過
去
（
広
報
き
た
い
ば

ら
き
８
月
号
）
の
本
コ
ー
ナ
ー
で
、
運
転
免
許
返
納
に
向
け
た
段
階
的
な
準
備
に
つ
い
て
お
話
し
頂

い
た
方
に
、
改
め
て
現
在
の
心
境
や
準
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

―�

前
回
か
ら
約
半
年
が
経
っ
た
、
現
在
の
心
境
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

運
転
免
許
を
返
納
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
迷
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
視
力
や
身
体
能
力
の
低
下
を
感
じ

て
お
り
、
３
年
後
の
こ
と
を
思
う
と
安
全
に
運
転
で
き
る
自
信
は

あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
事
故
を
起
こ
す
く
ら
い
な
ら
乗
ら
な
い

方
が
よ
い
と
い
う
考
え
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
か
か
り
つ
け
医

に
も
返
納
の
こ
と
は
伝
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
返
納
後
の
生
活

に
不
安
が
な
い
か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
ウ
ソ
に
な
り
ま
す
。

一
番
の
不
安
は
、
買
い
物
で
す
。
私
に
と
っ
て
買
い
物
の
醍
醐
味

は
、旬
な
食
材
や
お
値
打
ち
商
品
を
自
分
の
目
で
見
て
、手
に
取
っ

て
選
ぶ
こ
と
。
返
納
後
に
も
そ
れ
が
あ
る
程
度
満
足
に
で
き
る
か

と
い
う
点
で
不
安
は
あ
り
ま
す
ね
。

―
こ
の
半
年
間
ど
の
よ
う
な
準
備
を
さ
れ
ま
し
た
か

　

ま
ず
は
、
食
料
品
や
日
用
品
の
配
達
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
開
始

し
て
み
ま
し
た
。
買
い
物
に
行
く
足
が
な
い
こ
と
を
想
定
す
る
と

大
変
よ
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
す
が
、
や

は
り
買
い
物
の
醍
醐
味
は
そ
の
場
に
行
っ
て
自
分
で
選
ぶ
こ
と
に

あ
る
の
で
、そ
の
点
で
は
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
次
は
、

タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
み
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。理
想
と
し
て
は
、買
い
物
の
際
に
店
舗
の
中
ま
で
付
き
添
っ

て
く
れ
る
人
が
い
る
と
安
心
な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が

な
い
か
探
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
こ
れ
ま
で
は
車
が
な
い
と
行

け
な
い
距
離
の
銀
行
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
所
の
歩
い
て

行
け
る
と
こ
ろ
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
返
納
後
の
実

際
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、少
し
ず
つ
準
備
し
て
い
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
】

　

北
茨
城
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

　

筑
波
大
学
医
学
医
療
系
地
域
総
合
診
療
医
学　

 

川
田　

尚
吾

　

元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

 

鈴
木　

和
江

　

元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

（
菊
池
）
☎
44

－

７
１
１
１

・食品や日用品配達サービス開始
・近所の金融機関に変更

運転免許返納に向けた準備の経過

�
問
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広報 きたいばらき ４月号 広報 きたいばらき ４月号

� 　問市民病院　医事課　（井上）☎ 46－1121 内 2 2 5 5

【再来受付時間】�午前：８時から11時まで
� ����（午後：受付時間は各診療科の下に記載）
【休 � 診 � 日】�第２・第４土曜日、日曜祝日�

小 児 科
（救急）

県北地区小児救急は、日立総合病院（☎ 0294-23-1111）に集約されています。�
救急受診の際は日立総合病院に電話連絡が必要です。

整 形 外 科　　月～金曜日は東京慈恵会医科大学附属病院の医師による診療です。
循環器内科 第１・３金曜日は茨城県立中央病院の医師による診察です。
呼 吸 器 科 第２金曜日は茨城県立中央病院の医師による診察です。
外 科 火・水曜日は手術日の為、診察までお待たせする場合があります。

歯科口腔外科 紹介状をお持ちの方優先です。混雑状況によっては受診できない場合がありますので、事前
にご確認ください。第１・３木曜日は手術日です。

当院へ受診変更希望、他院からのご紹介の場合は診療情報提供書をお持ちください。

●外来担当医のご案内●外来担当医のご案内��※1����������（網かけ）は再診予約です。※1����������（網かけ）は再診予約です。
※2�カッコ内の数字は週数を表しています。※2�カッコ内の数字は週数を表しています。

●各科からのお知らせ●各科からのお知らせ

　『完全面会禁止』のお願い 新型コロナウイルス感染症対策として、『完全面会禁止』としています。
入院患者さんの命を感染症から守る厳戒態勢の措置ですので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

北茨城市民病院診療体制北茨城市民病院診療体制

＜内科＞
○�４月から、腎臓内科専門外来
の診療を開始します。

＜脳神経外科＞
○�４月の第３土曜日から、日立
総合病院の医師による脳神経
外科の診療を開始します。

※1����������（網かけ）は再診予約です。※1����������（網かけ）は再診予約です。
※2�カッコ内の数字は週数を表しています。※2�カッコ内の数字は週数を表しています。

＜内科＞
○�４月から、腎臓内科専門外来
の診療を開始します。

＜脳神経外科＞
○�４月の第３土曜日から、日立
総合病院の医師による脳神経
外科の診療を開始します。

診療科 月 火 水 木 金 土（第1,3,5） 入院

内�科
午後は予約のみ

午前
初診 山本・真下 中村

山本（1・4・5）�
植草（2・3）�
宮本（2・3）

植草・大森 植草・梶川 当番制

○予約 植草・藤枝�
大森 藤枝・山本 藤枝・横谷�

植草（1･4） 真下 藤枝・山本 植草・当番制

午後 予約 植草・藤枝 宮本 植草（第５除く）�
藤枝 植草・宮本 藤枝・宮本 *

腎臓内科専門外来
13：30～16：00 * * * * 臼井 (2・4) * *

循環器内科
予約のみ

午前 山尾　　　 山尾 * 山尾 非常勤（第 4） 山尾・油井
○午後 *　　 *

油井�
14：00 ～16：00 山尾 非常勤（第 2） *

禁煙外来 * * * * * 油井

**
動脈硬化外来　

14：00～16：00 * * 油井 * * *
ペースメーカー外来
13：30～15：00 山尾 * * * * *

呼吸器科
予約のみ

午前 * * * * 非常勤（第 2） * *

外�科
診察開始時間は�
医師名下段に記載
午後は予約のみ

午前 担当医
10：00 ～ *

田口
担当医�
10：00 ～

田口
10:00 ～

田渕�
９:00 ～�
小出
10:30 ～

松浦
10:00 ～
山﨑（1・3）
9:30 ～

小出
（３・４）
10:30 ～

担当医
10：00 ～ ○

午後 小出 手術日 手術日 小出
宇佐美（1・3・5） * *

乳腺外来
13：30～15：00 * 大竹（第４） * 立花（第２） 長塚（第 3） * *

産婦人科
13：00～16：00

午前 小池 小池 小池 小池 井上 小池 ○
婦人科のみ午後 * 小池 * * * *

眼�科
13：00～16：00

午前 今留 * 今留 今留 今留 今留 ○午後 今留 * 今留 手術 今留 *

小児科
午後は予約のみ

午前 小宅・林 砂押 平木・林 関島� 平木 *

*
午後 予防注射�

林 小宅 *
乳児健診
平木 関島 平木 *

心臓外来
14：00～ 16：30 * * * * 堀米（第４） *

泌�尿�器�科
13：00～15：00

午前 * * 黒田 * * * *午後 * * 黒田 * * *
脳神経外科
13：00～14：30

午前 * 杉山（２・４） 遠藤（1・3） 楠（２・4） 金子 中村（第 3）

*午後 * * * 楠（２・4） 金子 *
第４木曜日のみ

13：00～14：00
しびれ外来

9：00 ～11：00 * * 遠藤（1・3） * * *

整形外科
診察開始時間は�
医師名下段に記載
13：00～ 15：00

午前 窪田�
９：30 ～

小幡�
９：30 ～

稲垣�
９：30 ～

天神�
９：30 ～

小林�
９：30 ～ *

*
午後 窪田 小幡 稲垣 天神 小林 *

耳鼻いんこう科
13：00～ 14：30

午前 * 佐々木 * 大澤 小海（第 2） 非常勤
*午後 * 佐々木 * 大澤 小海（第 2） *

皮膚科
13：00～16：00

午前 橋本 橋本 橋本 倉持 橋本 橋本
要相談

午後 橋本 手術・検査 橋本 褥瘡外来
（2・4） 倉持 橋本 *

歯科口腔外科�
13：00～ 16：00
診察開始は�
13：30～

午前 長井・飯泉 長井�
長谷川（2・4） 長井・飯泉 長井・飯泉

(2・4・5)
高岡

手術
（1・3）

福澤・飯泉 長井・飯泉
○

午後 長井・飯泉
長井�

萩原（1・3・5）�
長谷川（2・4）

長井・飯泉 福澤・飯泉 *

麻酔科
13：00～16：00

痛み外来
（ペインクリニック）
13：00 ～16：00

* * * * 洪（1・3） * *

令和４年４月１日現在

※1����������（網かけ）は再診予約です。※1����������（網かけ）は再診予約です。
※2�カッコ内の数字は週数を表しています。※2�カッコ内の数字は週数を表しています。

感染症外来の

お知らせ
�　市民病院では新型コロナウイル
ス感染症対策として感染症外来を
実施しています。
　予約制ですので、発熱、咳や風邪
症状等のある方は下記の時間にお
問い合わせください。

【診療日】平日�月・火・水・金曜日
【問合せ】平日�月～金曜日�
　　　　9：00 ～12：00
問 �感染症外来�☎ 46－１１２１㈹
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110 緊
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報

メ
ー
ル

配
信
登
録

■
乳
幼
児
健
康
診
査　

▽
と
き

・
４
カ
月
児
健
康
診
査

　

４
月
21
日
㈭

・
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

　

４
月
22
日
㈮

・
２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

　

５
月
12
日
㈭

・
３
歳
児
健
康
診
査

　

４
月
８
日
㈮
、
５
月
13
日
㈮

※ 

受
付
時
間
・
場
所
は
個
別
に
通
知
し
ま

す
。

※ 

今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

健
康
づ
く
り
支
援
課 

内
１
９
６

■
育
児
相
談

 

（
５
カ
月
以
上
の
乳
幼
児
、
要
予
約
）

▽
と
き　

４
月
27
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
問

健
康
づ
く
り
支
援
課 

内
１
９
６

■
移
動
児
童
相
談

▽
と
き　

５
月
11
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

大
津
子
ど
も
の
家

問

子
育
て
支
援
課 

 

内
１
３
２

■
茨
城
子
ど
も
救
急
電
話
相
談

　

プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話

 

☎
＃
８
０
０
０

　

す
べ
て
の
電
話

 

☎
0
５
０

－

5
４
４
５

－

2
８
５
６

 

（
24
時
間
３
６
５
日
対
応
可
）

健
診
・
相
談
な
ど
の
お
し
ら
せ

子育て支援センターのご案内子育て家庭を応援します

【３月、４月の主な予定】　対象：０歳～
中郷子どもの家 磯原子どもの家 エンゼル AIAI

開設
日時

月曜日～金曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日、日曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日
（祝日除く）

午前９時～午後４時 午前９時～午後４時 午前10時～午後３時 午前９時30分～午後４時

イ
ベ
ン
ト
日
時
と
内
容

■午前10時30分～11時30分 ■午前10時30分～11時30分 ■午前10時～正午 ■午前10時～11時30分

４　

月

11日
カレンダー制作

6日 ダンボリース制作 12日 身体測定 12日 戸外遊び

12日 8日 お誕生日会 14日 こどもの日制作 15日 戸外遊び

14日
こいのぼり制作

12日 こいのぼり制作① 21日 こどもの日制作 
お誕生日会 19日 カレンダー制作

15日 14日 こいのぼり制作② 28日 母の日制作
お誕生日会 22日 風船あそび

18日 お誕生日会 19日 英語で遊ぼう 26日 こいのぼり制作

21日 リトミック 20日 エプロンシアター

22日 いちご狩りごっこ 27日 リトミック

25日
母の日制作

（１部） ０歳～１歳半対象
10時～11時

26日 （２部） １歳半～対象
11時～12時

28日 風船あそび

５　

月

6日 しゃぼん玉あそび 2日 母の日制作 10日 身体測定 10日 戸外遊び

9日
レストランごっこ

12日 シャボン玉遊び 13日 戸外遊び

10日 19日 歯みがき制作 

お誕生日会

17日 クレヨン遊び

26日 20日 運動遊び

31日 親子交流会（要予約）24日 カレンダー制作

27日 戸外遊び（シャボン玉）

31日 玩具制作

問い合
わせ先 ☎42－2183 ☎44－6330 ☎42－0737 

（磯原保育園内）
☎46－5811 

（大津保育園内）

　子育て支援センターは、乳幼児のお子さんとそのお母さん等が気軽に
集まる場所です。
　※ 利用に関しましては引き続き施設の指示に従い、また、お子さんの

マスク着用にご協力をお願いします。
　※今後の予定変更時には市ホームページにてご案内します。
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フォ ュトニ ース
北茨城市役所　☎43-1111

　歴史民俗資料館で特別展「北茨城ゆかりの絵画展―資料館

収蔵品を中心に―」が開催されています。同展には、富士山

をよく画題とした横山大観の「霊峰不二」をはじめ、北茨城

ゆかりの五
い お き

百城文
ぶんさい

哉が平潟港の鈴木主水屋敷に滞在しながら

描いた「平潟港」など20点が展示されています。５月８日

までの期間中は入館料が無料です。ぜひご覧ください。

（25ページに関連記事）

　大津町の高台に位置する長松寺にたくさんのおひな様が飾られ
ています。住職の中村純裕さんによると３年前に「保管場所がな
いので供養してほしい」という依頼を受け、預かったことがきっ
かけで、全国各地からおひな様が届くようになったとのこと。現
在では境内に飾り切れず、保管場所にも困るとうれしそうに話し
てくれました。人形の髪の毛など気になるところがあれば京都ま
で修理に出すほど大切に扱っているそうで、人形への愛情の深さ
が多くの人の共感を呼び、おひな様が集まってくるのかもしれま
せんね。
　また、市内の公共施設や商店などにひな人形を飾るイベント「北
茨城ひなあかり」に取り組んでいる皆さんが、関本町富士ケ丘地
区で「おひな様の日向ぼっこ」と称して、預かっているひな人形
の虫干し作業を行いました。新型コロナウイルス感染症の影響で
２年続けて開催が中止となり、この日はおよそ600体のひな人形
が一面に並べられ、普段は屋外に飾られることのないひな人形た
ちも太陽の日差しをいっぱいに浴びて気持ちよさそうでした。

　卒業シーズンを迎え、市内でも３月11日は中学校で、
23日には小学校でそれぞれ卒業式が行われ、679人の児
童生徒が慣れ親しんだ学び舎から巣立ちました。
　73回目となる関本中学校の卒業式では、18人の卒業生
一人ひとりに湯原校長先生から卒業証書が手渡されまし
た。卒業生を代表して小松怜央さんが答辞を述べ、先生方
や家族への感謝の気持ちを伝えるとともに、一緒に卒業す
る仲間たちと夢に向かって努力していくとの決意を表明し
ました。閉式後には卒業生から合唱と担任の先生へのメッ
セージも披露され、心温まる卒業式となりました。

特別展「北茨城ゆかりの絵画展」開催中特別展「北茨城ゆかりの絵画展」開催中

大切なひな人形を守って…大切なひな人形を守って…

小中学校で卒業式小中学校で卒業式
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放射能測定結果

市内の放射線量の測定市内の放射線量の測定
①屋外体育施設（地上50cm）

測定場所 測定値
１月７日、14日

市民サッカー・
ラ グ ビ ー 場 0.06

市 民 球 場
（磯原地区公園野球場） 0.06

磯 原 地 区 公 園
テ ニ ス コ ー ト 0.06

石 岡 ス ポ ー ツ
広 場� 0.07

雨 情 の 里
ス ポ ー ツ 広 場 0.06

雨 情 の 里
テ ニ ス コ ー ト 0.06

関南ゲートボール・
クロッケーコート 0.07

北 部 ス ポ ー ツ
広 場 0.06

大 津 ス ポ ー ツ
広 場 0.07

②保育所・保育園など
� （地上50cm）

測定場所 測定値
1月7日、14日、20日

関 本 保 育 所 0.07

み な み 保 育 園 0.06

磯 原 保 育 園 0.07

大 津 保 育 園� 0.05

中 郷 保 育 園 0.06

中郷子どもの家 0.06

大津子どもの家 0.07

③福祉センター（地上１m）
測定場所 測定値

1月7日、14日、20日

心 身 障 害 者
第1福祉センター 0.06

心 身 障 害 者
第2福祉センター 0.06

問  
①は生涯学習課 内 420
②は子育て支援課 内 132
③は社会福祉課 内 138

※環境省の定める除染を実
　施する要件は、平均 0.23
　マイクロシーベルト／毎時
　以上です。

非破壊放射能検査非破壊放射能検査 農産物等の放射性物質濃度測定農産物等の放射性物質濃度測定
　市内で生産され市場に流通する水産物、農産物
の非破壊放射能検査を行っています。
（個人消費の水産物、農産物は検査対象になりません）
◆２月23日～３月21日までの検査結果

項目 検査件数 検査結果 検査品目基準値超過

水産物 63 0

ヒラメ、クロダイ、ホウボウ、カナガ
シラ、ナメタガレイ、ヤリイカ、メイタ
ガレイ、イシモチ、タイ、メバル、アイ
ナメ、ムシガレイ、カサゴ、アナゴ、め
じな、黒ソイ、マコガレイ、コチ、コモ
ンカスベ

※ 一般食品（水産物）の放射性物質の基準値は100Bq/Kgです。
※検査結果の詳細は市のホームページで公表しています。
問農林水産課　水産振興係　内３８２

◆２月17日～３月17日の検査結果
� （非破壊放射能検査施設にて測定）
※測定品がありませんでした。

※ 測定を希望される方は、事前に非破壊放射能検査施

設へ電話予約をお願いします。
問生活環境課　環境政策係　内３７1
　非破壊放射能検査施設　☎４６－３１５１

◆常設型モニタリングポスト
　（設置場所：市役所玄関わき）

　２月16日～３月16日の測定値

　・最大値　0.073 （２月20日）

　・最小値　0.064 （３月16日）

◆水道水の測定値
　 浄水、原水とも放射性物質は検出され

ていません。

◆食品の放射性物質濃度測定について
　 大津漁港にある非破壊放射能検査施設

にて測定します。事前に下記まで電話

予約をお願いします。

　問  非破壊放射能検査施設

　　 ☎４６－３１５１
      （月～金、午前 9時～午後３時）

◆放射線量測定器の貸し出しについて
　 生活環境課で受け付けています。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
対
策
の
上
、

内
容
等
を
簡
素
化
す
る
な
ど
し
て
行
う
予

定
で
す
。
た
だ
し
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
内
容
等
の
変
更
ま
た
は
開
催
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

最
新
の
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第
10
回
市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
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フ
大
会

▽
と
き　

５
月
11
日
㈬

▽
と
こ
ろ

　

雨
情
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

▽
申
込
方
法

　

４
月
27
日
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で
に
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で
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へ

第
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回
市
民
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フ
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会

▽
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き

　

５
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日
㈯ 

中
学
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の
部

　

５
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日
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・
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部

▽
と
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▽
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法

　

４
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日
㈮
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で
に
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で
左
記
へ

申
問

生
涯
学
習
課　

ス
ポ
ー
ツ
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興
係

 

内
４
２
１
、４
２
２

◆２月17日～３月17日の測定結果
� 　（非破壊放射能検査施設にて測定）

測定品はありませんでした。

※ 測定を希望される方は、事前に非破壊放射能検査施
設へ電話予約をお願いします。

問  生活環境課　環境政策係　内３７１
　非破壊放射能検査施設　☎４６－３１５１
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北茨城市役所　☎43-1111

＼＼ ＼＼防災クイズ 毎月出題される問題をクリアして、防災知識の向上を目指しましょう!!

　「緊急安全確保」という言葉をご存じですか？
　これは、市が発令する避難情報の中で、最も緊急度の高い警戒レベル
５の避難情報となります。
　市から警戒レベル５「緊急安全確保」が発令された場合は、市内ではす
でに災害が発生しているか、避難場所へ避難することがかえって危険で
あると考えられる状況となります。
　この場合、避難場所等への「立退き避難」ではなく、屋内での「垂直避
難」など、直ちに身の安全を確保する行動をとることが重要です。

　災害のおそれがあ
る場合は、原則、市か
ら発令される警戒レ
ベル４「避難指示」で
避難場所等への避難
を完了してください。

　室内に水が浸入してきている。家の１階
にいる場合、どこへ避難するべきか選びな
さい。

①最寄りの避難所
②２階
③車の中

iPhone版 Android版

　防災クイズは、Yahoo! JAPANの『ヤフー防災
模試』から出題しました。
　その他、過去の問題についてはこちらから↓

　また、北茨城市の防災情報を「Yahoo!防災速報」
アプリで受け取ることができるようになりました。
　スマートフォンをお持ちの方は、ぜひご利用ください。

今すぐアプリをダウンロード！

答え：② ２階
解説：豪雨で浸水が進んでいる場合、外へ出て避難所に向かうことがかえって危険になってしまうことがあります。
　　　建物の１階にいて急いで避難しなければならない時は、上の階へ移動する「垂直避難」を考えましょう。
　　　状況や体力に応じて避難の方法を正しく判断することが重要です。

https://bousai.yahoo.co.jp/exam/

は
じ
め
に

　

現
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民
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北
茨
城
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画
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資
料
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収
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品
を
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心
に
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」
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開
催
中
で
す
。
前
号
で
は
、展
示
作
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す
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資
料
１

　

資
料
１
は
、横
山
大
観
作「
霊
峰
不
二
」で
す
。

横
山
大
観
（
１
８
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－

１
９
５
８
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師
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し
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山
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観
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１
８
７
８

－

１
９
５
９
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令
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０
０
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情
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１
４
０
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で
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資料１ 横山大観 絹本 彩色「霊峰不二」

資料２　童画
「あの町この町」( 竹久夢二装幀 )

警戒
レベル 避難情報等 住民がとるべき行動

５ 緊急安全確保 命の危険
直ちに安全確保

４ 避難指示 危険な場所から
全員避難

３ 高齢者等避難 危険な場所から
高齢者等は避難

２ 大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

自らの避難行動を確
認

１ 早期注意報（気象庁） 災害への心構えを
高める
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おしらせ掲示板 北茨城市役所　☎43－1111
INFORMATIONINFORMATION

お
知
ら
せ

I N
F O R

M A T I O N

通
り
ゃ
ん
せ 

敬
老
招
待

案内
　

70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
今

年
も
『
中
郷
温
泉 

通
り
ゃ
ん
せ
』

へ
の
招
待
券
を
贈
呈
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

招
待
券
は
４
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。
詳
細
は
招
待
券
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※ 

昨
年
度
の
招
待
券
は
1
カ
月
延

長
し
4
月
末
日
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。

�
問

高
齢
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
係

 

（
武
子
）
内
１
２
４

海
洋
セ
ン
タ
ー　

清
掃
員
お
よ
び

 

監
視
員
募
集

募集
【
施
設
清
掃
員
】

▽
募
集
基
準　

市
内
在
住
の
方

▽
募
集
人
数　

１
名

▽
勤
務
期
間　

６
月
６
日
㈪
～

　

７
月
22
日
㈮

▽
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分

　

～
午
後
５
時

▽
時
給　

９
０
０
円

　
（
交
通
費
別
途
支
給
）

▽�

申
込
方
法　

左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
締
切　

５
月
22
日
㈰

▽
面
接
日　

個
別
に
通
知
し
ま
す
。

【
監
視
員
】

▽�

募
集
基
準　

市
内
在
住
も
し
く

は
在
学
し
て
お
り
、
泳
ぎ
に
自

信
の
あ
る
方

▽
募
集
人
員　

８
名
程
度

▽
勤
務
期
間　

６
月
18
日
㈯
～

　

８
月
31
日
㈬

▽
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
５
時

▽
時
給　

９
０
０
円

　
（
交
通
費
別
途
支
給
）

▽�

申
込
方
法　

履
歴
書
を
郵
送
ま

た
は
直
接
左
記
へ

申�
問
〒
３
１
９

－

１
５
４
１

　

 

北
茨
城
市
磯
原
町
磯
原
１
２
０

６
－

１

　

市
体
育
施
設
指
定
管
理
者　

　

ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
（
石
田
）

 

☎
44

－

３
０
９
０

ひ
と
り
親
家
庭
等

 

自
立
促
進
講
習
会

募集介
護
職
員
初
任
者
研
修

▽
と
き

　

６
月
５
日
㈰
～
９
月
25
日
㈰

　

14
日
間
（
各
日
曜
日
）

※
レ
ポ
ー
ト
提
出
４
回

▽
と
こ
ろ

　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

ラ
ー
ク
・
ハ
イ
ツ
会
議
室

▽�

対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
、
父

子
家
庭
の
父
、
寡
婦
で
全
日
程

出
席
で
き
、
今
後
就
労
を
希
望

す
る
方

▽
募
集
人
数　

20
人

▽
参
加
費　

６
千
円

※ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
保
険
料
が

別
途
か
か
り
ま
す
。

▽�

申
込
方
法　

５
月
12
日
㈭
（
必

着
）
ま
で
に
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
左
記
へ

※ 

申
込
書
は
茨
城
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取

得
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　

 

・
託
児
所
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
（
２
歳
以
上
、
要
予
約
）

 

・ 

ひ
と
り
親
家
庭
と
な
っ
て
７
年

未
満
で
所
得
が
一
定
以
下
の
方

は
、
交
通
費
の
一
部
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

申�
問

〒
３
１
０

－

０
０
６
５

　

水
戸
市
八
幡
町
11

－

52

　

 
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
９

－

２
２
１

－

８
４
９
７

「
栄
蔵
室
・
花
園
周
辺
」

ハ
イ
キ
ン
グ
で
新
緑
を

 

楽
し
み
ま
せ
ん
か

募集
　

自
然
い
っ
ぱ
い
の
花
園
渓
谷
の

奥
に
あ
る
、
県
内
最
高
峰
の
山
・

栄
蔵
室
と
花
園
山
を
歩
き
、
新
緑

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※ 

花
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
ご
案
内
し
ま
す
。

▽
と
き　

５
月
15
日
㈰

　

午
前
10
時
集
合

▽�

集
合　

亀
谷
地
湿
原
入
口
（
県

道
27
号
塙
大
津
線
沿
い
の
空
き

地
に
駐
車
し
ま
す
）

▽�

コ
ー
ス　

北
口
登
山
口
→
栄
蔵

室
→
花
園
山
ま
た
は
奥
の
院
→

北
口
登
山
口

▽
持
ち
物

 

・
登
山
靴
ま
た
は
歩
き
や
す
い
靴

 

・
昼
食
と
行
動
中
の
飲
み
物

 

・
雨
具

▽
定
員　

10
名
（
先
着
）

▽�

申
込
方
法　

４
月
20
日
㈬
ま
で

に
電
話
で
左
記
ま
で

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
時
、
ま
た
は
悪
天
候
時
は

中
止
と
し
ま
す
。

�
問

社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
42

－

０
７
８
２

前
期
乙
４
類
危
険
物
取
扱

者
試
験
準
備
講
習
会

案内▽
と
き　

　

６
月
８
日
㈬
～
６
月
10
日
㈮

　

午
後
６
時
～
９
時

▽
と
こ
ろ　

市
消
防
本
部

▽�
講
習
科
目　

物
理
学
と
化
学
の

基
礎
知
識
、
危
険
物
の
性
質
な

ら
び
に
そ
の
火
災
予
防
お
よ
び

消
火
の
方
法
、
危
険
物
に
関
す

る
法
令

▽
受
講
料

　

北
茨
城
市
危
険
物
安
全
協
会

　

会　

員　

３
千
円

　

非
会
員　

５
千
円

※
ど
ち
ら
も
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む

▽�

申
込
方
法　

６
月
３
日
㈮
ま
で

に
受
講
料
を
添
え
て
左
記
へ

▽
試
験
に
つ
い
て

�

・
と
き　
６
月
25
日
㈯

�

・
と
こ
ろ　
ひ
た
ち
な
か
市

　

 

ホ
テ
ル
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
、

水
戸
市　

水
戸
啓
明
高
等
学
校

�

・�

願
書
受
付
期
間　

　
《
書
面
申
請
》

　

５
月
６
日
㈮
～
５
月
16
日
㈪

　
《
電
子
申
請
》

　

５
月
３
日
㈫
～
５
月
13
日
㈮

※ 

書
面
申
請
に
よ
る
試
験
願
書
は

消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

　

 

詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申�
問

予
防
課 

☎
42

－

０
１
１
９

◆�

お
詫
び
と
訂
正
◆ 

　

令
和
４
年
３
月
号
の
６

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
災
害
復

興
住
宅
入
居
者
募
集
の
内
容

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正

し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

平
潟
復
興
住
宅

　
２
Ｋ　
２
戸
→
３
戸

　
３
Ｋ　
３
戸
→
２
戸
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おしらせ掲示板 北茨城市役所　☎43－1111
INFORMATIONINFORMATION

お
知
ら
せ

I N
F O R

M A T I O N

市立図書館

新 刊 図 書
４
月

－December －

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線・携帯電話�☎＃8000
すべての電話�☎050-5445-2856

24時間
365日
対応可

診 療 時 間 　 午 前 ９ 時 ～ 午 後 ５ 時

４/10 あおぞらクリニック ４/29 かもめ・大津港クリニック ５/４ 家庭医療センター
☎ 30-7770（中郷町） ☎ 46-0133（大津町） ☎ 43-1131（中郷町）

４/17 市民病院 ５/１ 市民病院 ５/５ 瀧病院
☎ 46-1121（関南町） ☎ 46-1121（関南町） ☎ 42-1221（磯原町）

４/24 廣橋クリニック ５/３ 北茨城中央クリニック ５/８ 北茨城クリニック
☎ 46-5111（大津町） ☎ 30-1600（磯原町） ☎ 46-5101（大津町）

休日休日のの

当番医当番医

固定資産税　　５月２日㈪今月の
納税

各
種
相
談
な
ど

申 問まちづくり協働課　広報広聴係  内１９３

４月～５月

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6 5/7

 は休館日です。市立図書館　☎４２－１４５１

■元気ステーション総合相談窓口
医療や介護に関するご相談
平日　午前９時～午後７時
問元気ステーション
　☎４４－７１１１

■いばらき就職支援センター出張相談
４月19日㈫　午前10時～午後３時
市役所４階４０１会議室
問商工観光課　内３６２

■精神保健相談（要予約）
　４月13日㈬
　問健康づくり支援課
　内１９６

－April －

● シャルロットのアルバイト 近藤　史恵

● それぞれの風の物語 中場　利一

● 空にピース 藤岡　陽子

● これは、アレだな 高橋源一郎

● 妖怪横丁大運動会 広瀬　克也

● どうしよう 浜田　桂子

※新型コロナウイルス感染症の感染状況により中止となる場合があります。

茨城おとな救急電話相談

プッシュ回線・携帯電話�☎＃7119
すべての電話�☎050-5445-2856

☆図書館おはなし会☆
　４月６日㈬、13日㈬、20日㈬

　午前10時～10時30分

☆エプロンシアター☆
　４月９日㈯　午前10時～10時30分
☆メリアンさんの英語のおはなし会☆
　４月23日㈯　午後２時～２時30分　

　　☆ぽっぽのおはなし会☆
４月27日㈬　午前10時～ 11時

※�最新情報はホームページをご確認いただくか、　
図書館までお問い合わせください。

★無料相談★ 法�律�相�談 行�政�書�士�相�談 人�権�相�談

と 　 　 き ４月８日㈮
午後１時～５時

５月10日㈫
午前10時～午後４時30分

５月９日㈪
午後１時～５時

４月22日㈮
午後１時～３時

と� こ� ろ い ず れ も 市 役 所 4 階 会 議 室

申 込 方 法
指定の電話予約開始日の午前８時30分～９時10分までは
予約専用電話４３－２３２４へ以降は下記へお申し込みください。
※相談時間の指定はできませんのでご了承ください。

事前予約不要
当日、直接会場へお越しください。

電話予約開始日 受付中 ５月２日㈪ ４月28日㈭
備 　 　 考 弁護士による相談（相談時間20分） 行政書士による相談（相談時間40分） 人権擁護委員による相談
内 　 　 容 土地の問題や金銭貸借、離婚、相続 相続や遺言、各種行政手続き いじめ、差別、嫌がらせ

※新型コロナウイルス感染症予防のため、受診する前に必ず電話してください。



総人口… 40,848人( － 49) 出 生…  14人 (   ＋  5)
　　男…  20,328人( － 24) 死 亡… 45人 (   －13)
　　女…  20,520人( － 25) 転 入… 64人 (   －11)
世帯数…  16,964世帯(＋ 1)  転 出… 82人 (   －  2)

43ｰ3110☎防災行政無線確認電話番号
市政に関する提言は…市長へのFAX 30ｰ1350

緊急情報メール
配信登録

北茨城市
ホームページ

iOSAndroid

きたいばナビ市の人口と世帯 令和４年３月１日現在　（　）内は前月比

律ちゃん

１歳11カ月

！ううちちののア

表情がとても豊かで、いつもみんなを笑わせてくれます。
これからの成長が楽しみだなぁ。
元気いっぱい優しい子に育ってね！

大場さん家

磯原町 
りつ ら  ら

父：亮さん／母：恵子さん

「広報きたいばらき」の紙面を彩る、市内在住で３歳以下
のお子さんを募集しています！（写真は兄弟姉妹も可）
●申込方法　お子さんの氏名、生年月日、保護者の名
　前と続柄、住所、電話番号、紹介文（50～80字）を申込
　書またはメールに記入し、写真（データ可、横写真推奨）
　を添えて下記へ
　　 まちづくり協働課　広報広聴係　　１９３

     ３０－１３５０　       

　　  info@city.kitaibaraki.lg.jp

申 問 内

FAX
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私
の
し
ょ
う
来
の
夢
は
保
育
士

に
な
る
こ
と
で
す
。
理
由
は
、
私

は
小
さ
い
子
た
ち
が
好
き
で
、
と

て
も
か
わ
い
く
て
、
見
て
い
る
と

と
て
も
い
や
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

で
も
、
私
は
最
初
小
さ
い
子
が
あ

ま
り
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
小
さ
い
子
は
、
言
う
こ
と
を

聞
か
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
っ
た

の
で
ち
ょ
っ
と
い
や
で
し
た
。
し

か
し
、
妹
や
弟
が
産
ま
れ
た
時
の

写
真
や
赤
ち
ゃ
ん
の
時
の
写
真
を

見
る
と
、
か
わ
い
い
し
、
友
達
の

妹
や
弟
と
遊
ぶ
と
、
か
わ
い
く
見

え
て
き
て
、
ど
ん
ど
ん
好
き
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
私
が
保
育
園
児
の

時
に
２
年
間
連
続
で
た
ん
当
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
が
い
て
、
そ
の

先
生
は
、
だ
め
な
こ
と
を
し
て
い

た
ら
ち
ゃ
ん
と
し
か
っ
て
、
な
に

か
良
い
こ
と
を
す
る
と
ち
ゃ
ん
と

ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ま

よ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
っ
た
り
、

相
だ
ん
に
の
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
他
の
先
生
も
同
じ
よ
う
に
、

み
ん
な
に
や
さ
し
く
、
親
し
み
や

す
く
、
先
生
方
に
、
私
は
、
と
て

も
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
。

　

夢
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
保

育
士
に
な
れ
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ

な
勉
強
を
し
て
、
私
の
あ
こ
が
れ

の
先
生
に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
た
い
で
す
。
ま
た
、
保
育
園
の

先
生
方
に
は
、
い
ろ
い
ろ
教
わ
っ

て
い
る
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
を

も
ち
た
い
で
す
。
私
も
、
も
し
保

育
士
に
な
れ
た
ら
、
み
ん
な
が
あ

こ
が
れ
る
先
生
に
な
り
た
い
で

す
。

保
育
士
に
な
り
た
い

　

桜
坂
と
い
う
地
名
は
全
国
各

地
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
中
郷

町
石
岡
地
区
に
も
桜
坂
と
呼
ば

れ
る
桜
の
名
所
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
の
名
の

と
お
り
坂
沿
い
の
桜
並
木
で
、

見
事
な
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
地
元

の
人
た
ち
ば
か
り
で
な
く
、
訪

れ
る
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
目

を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
表
紙
の
写
真
は
令
和
２

年
４
月
４
日
に
撮
影
し
た
も
の

で
す
。

中妻小学校 ６年

馬上　莉音奈さん


